、現像 とカラ-ープリントはわ近くのカメラ店で 
〈フジカラーサービス〉とごす旨定ください 


フジカラ -の純正現像_ 

フジカラー N 100 
フジカラー R 100 
フジ々フー シネ 8 mm .16 mm 
卜ーキー 映画 (磁性体塗巧加工） 

フジマグネオストライプ ' 

小型映画フィルムの複製 
フジシネ コピー 

与-の結含現ほ所 


美しい カラー プリント 

フジネガカラープリント 
フジポジカラープリント 
フジダイカラープリント 
フジ G カラープリント 
フジネボカラ—スライド 
フジポジカラースライド 


藝註ブジ—サーピス 

化幌.仙台.東京.名古屋.大阪.広島.福岡 










(を）時評と思いつくままは本号休載 


1表紙写真日独国隐親善ハンドボール 
最を戦•全日本一西ドイツ 
全日本は圧倒的な強みを見せ多! 
をなホ撃で一方的に西ドイツを 
破った。 

(9 月27日.駒沢体育館で） 


第11戦（西独の一11全静岡） .（5) 

第12戦（西独 24— 16桜友を） .（6) 

第13戦（西独13—23全日本） .（7) 

女子第7戟牺独 11— 口田せ巧)… (7) 
ち8戰(西独 13— 10大洋デパ—卜） '.'(8) 

第9戟（西独 9 — 8全大胁 . け） 

第10戦（西独 13— 4全静岡） .(9) 

第11锁（西独 7- 8全日本） .(10) 

対全日本戦技術評……荒川清美……ひ 1) 

前半戦技術評…… .(12) 

巧巧パトロ ール .(14) 

西ドイツ徵から（写真） .（16) 

特別座談会日独戦を顧みて .（19) 

デュュル選手訪問 .(24) 

フランスの 技術巧巧 （5) .(26) 

日本ハンドボール巧の課題け）……口の 

公認コーチ講當をおわる .(29) 

を地の記録 .（31) 

地ち協を告巧あ ..(32) 

編集後;記 .(32) 


•ボール 「第48号目か」 
i 昭和 42 年 11 月号 I 


私のことば「異なるルール解釈を正せ」 

, . .•へ/レム • トノレカ... ( 1 ) 

曰独国際親善試合後半戦観戦記特集 
男子第8戦(西独口一10菊松会)… （ 2 ) 

第9戦（西独 19-13 全京大） .（2) 

今シリーズ成績 .（3) 

第10戰（西独 14-10 ィーグルス） ...（4) 


はホームチームにしたがいますが、競技の 
正常な進行のためのル I ルは世界のどこへ 
巧っても同じでなければなりません。もっ - 
ともスト—リングなど国際的にも統 I 見解1 
がとれぬ問題は少くないのですが……。 - 

苦言をもう一つ。男女とも体格の差を力 
バーしようとするせいかラフなプレーボ見 
られた©は巧念です。ラフ•プレーは国際 
的な流巧と思いますが、日本がそうした風 
潮に染まりつつ赵ることは遺憾です。 

われわれは呀国に帰って、嗔っくりと日 
本遠征の楽しい思い出をふり返ろうと思っ 
ていますが、どうか日本の皆さんも今回の 
交流を何時までもをれないで下さい。スポ 
—ッというものはそうしたものなのでず 
し、これほど美しい結びつきは他にないも 
のです。日本ハンドボ]ル巧の発展と皆さ 
まの御多幸をがりつつ……。(文責•編集 
部。この一文はトルカ氏の来日中の談話古 
まとめたものでず一 


は思いませんでした。その秀れた脚力.を活 日本ハン，ドボ I ル巧に与える言葉という 
かしたスピードのある攻撃は、もっと私近ことでずが、何よりいちばん感じたことは 
代的な戦法であると思います。 ルール媽おの食いちがいです。ョ— □ッパ 
また、いかにしたら片手でボールを操作と日本が遠隔の地であるからといユてこれ 
することができるかという質問もよくうけはずまされるものではなく、選手たちもこ 


私のことば 


異なるル—ル解釈を正せ 

西ドィツ選手団監督 

I . -ヘルム.トルカ(談)— 


ましたが、これは握力と手首を強くするな.れには同意ぶでした。 

ホにありません。西ドィツ違手はもちろ 大会を運営していく上のローカル-ルー 
ん、ヨ—ロッパ運手ら徹底して指の力を強ル(例えばヨ— ロッパを国はほとんど前. 
める練習をしているたけで、他にひみつは後キサィドの交替と同時に還手席もけわり 
ありません。 ま寸〕はさしつかえない範困で遠征チ1 



われわれ西ドィッのハンドボール関係者 
は'、交流のたびに腕をあげていく日本チー 
ムの力に驚嘆していました。今回、幸巧に 
も日本を訪れることが出来、日本(ンドボ 
—ル巧の実情を直接ぶ聞することができた 
のは、まことに得がたい経験で'ったと同 
時に、日本チームの進歩の秘密を知ること 
が化来ました。 

情熱的な指導者、巧巧熱みな選手、礼儀 
正しい観衆、積極的な報道関係者。わ 
れわれは々度の来日で訪れた各地で例ルな 
くこうした人々に出をいました。 

ハンドボールがお巧するためには、'いく 
つかの力が合わされ•なければなりません。 

日本がこのょうな巧力と態度をつづける 
かぎり、必ずや世巧でも有数の(ンドボー 
ル国を完成することボでき.ると思います。 

日本のレベルをどう思うか——これは今 
回もっともをくの人々からたずわられたも 
のでした。卒直にいっておは日本の、特に 
男子のレべルボこれほど高くなっていると 






























日本の善戦、ぶ輪へ希望の光 

〜日独国際試合、成功裡に終る〜 

多大の教訓と感銘与えた西ドイツ 

日本ハンドボール協さがミュンヘン.オリンピックへの強化策第ーホとして招待した西ドイ 
ツ男女選ホモームは、9巧9日からま:国を地を坛戦、9月27日まをでのき:日本(男女）との対戦 
をもって男子13試合、女子11試合のを日程をとどこりなくお了、男子10勝3敗、ホ子6勝日が 
.の成績を残した。西ドイツ選おチームは風±の違い、強巧日程にもかかわらずさすがにハンド 
ボール発祥の国の巧まにふさわしい華麗でフェアなチームプレーを展開、日本 A ンドボール古 
に大きな感銘とお訓を与えた。 

特に、ま子の亲快な攻巧と巧妙なポストプレー、女子のち密な七ットオフェンスは日本のお 
導をやプレイヤーの賞讚ののとなった。個人では、男子ではメンダッハ、イパース、ヒルマー 
グルンワルド、デュェル （ GK )、 女子ではミ'ューラー、ミルター、ロイター、ホイヤ ー( GK ) 
'らヨーロッバのトッププレイヤーが定評通りの巧はと斗志を示し、本場のナショナルプレイ 
ャーが、いかに山.技 • 体を揃えたものであるかを遣愼なく発揮した。 

—ち、日本側各チームもレベル向上をはっきりと裏づける善戦ぶりで、なかでも贾子の3勝 
(を芝浦工大、をな大、を日本）は完をに西ドイツを上迴る力を示し巧界の前送に大きな希望 
の灯をともした。女子は、実第団の単独4チームが勝ち星をあげた。その充実は大書してよい 
ものがあろう。 

本誌では、前号につづき、このシリーズの後半戦（男子第8戦、女子第7戰な降）の熱戰譜 
を集めてを国のフアンにおちえするが、交流のたびに意義深い足跡を残してくれる巧ドイツハ 
ンドボール刹こなめてぎ大な感謝の意をましたいと思う。 



西ドイツ、 後半に本領 

前半善戦の菊松会及ばず 


巧子第8戰は9月 W 日午後6時 
, W 分から広島県立体育館で菊松会 
が対戦。主審•丸口哲美、副審. 
藤賀克昭、荒咎拓一二=観衆約ニモ 


西ドイツ誓 


ぶ菊松会 

023000 - W 


得〇 〇 〇 5 〇 〇 〇 2 3 〇 〇 〇 K 

树田山野原瀬元伯田原中野う 

h 石藤悼市村西植上柏田河 C 


〇ヤド 

^ィルハ ) 
ドル マヮッ ススンル 【 2 

5エセンダルカゲームネテマ ( 
巧ユッルンールルバレ11ル- 
デケグメパトゴィクホバヒ 

得0.〇 〇 4 2114 〇12 2 ^ 
〔FP その他の出場者】▽菊松 
会思上、重本ともに得〇 

雨術 W 巧 

ィバ ースと ポストからのシユート 
をしたが菊較会 GK 石田のファィ 
ンプレーに狙まれ、得点ならず、. 
一方の菊お会も市原得意のロンダ 
シユ I 卜が 決まらず、互角の スタ 
I 卜で起った。しかし、 西ドず ツ 
は4かメンダッハが、相手 デイフ 
H ンスの壁を突破ずる強力なロン 
ダで先取点をあげ、更に日分には 


ヒルマーのシュートで2な目0 

しかし 菊 枠会は8々に両サイド 
の嗔さぶりから、上田がぅまいサ 
イド W 度からシュートを決め、更 
に 菊 松会の H 1ス巧原がフユイン 
卜気ホにスタンディングシュ I 卜 
を決めて3が2と追った。 

その後は西ドイツはラフプレー 
が目立ち決定的な得点を上げるこ 
とができず、菊松会も市原のロン 
グシュート、サイドからの上巧の 
シュートもあったが、ゴールキ— 
パ I の好守備に阻止された。 

よぅやく W かには上田のサイド 
からの切込みから 7 M スロ—を得 
更に上旧は巧妙な両サイドからの 
シュ ートを 決め、前半戦はよくを 
い下った。 

しかし、西ドイツは後半にはい 
ると持ち味の速いパスで菊松会の 


ずりをげさぶり、 イバースのポス 
トプレーを生かし、連続的にゴ I 
ルを決めて、一気に菊松会を突き 
放した。 

西ドイッは一線防禦の態勢から 
市原の n ングシユートを完をに力 
ットし、切り込みには両手をひろ 
げ素晴らしい、ツメで相手のダッ 
シユをストップした。後半如分西 
ドイツは速いパスから、トルかの 
見事なシユ I 卜を決めた。 

この 攻撃でみせた スピー ドに乗 
ったボール姻理は菊松会の防麵陣 
にをく余裕を与えなかった。 

これにが抗するごとく菊松会も 
ローリンダ から市原のシユ ートを 
.決めたのは賞寶に価する。 

いかんせん体力差は試合に大き 
なハンデ イキ ャップとなった。正 
確なパスワーク、シユ I 卜の強力 
さ、特に肩、手首が強く、ボール 
を完全に握るのでスピ I ド、コン 
トロールとも日本選手と格段の相 
違ボあった。 〔山 本豊照•広島協 
会理事〕 


戦全 京大、 前半の健斗むな し 

9 

第 消極的な攻め示ず西ドイ 


男子第9戦は别日午後目時如か 
から京都市体育館で全京大が対戦 
主審•ル西博喜 < 京都学芸大出) 
副審•吉田博二、福井甚昭 U 観衆 


約二千 


西ドイツ巧 


S 全京大 
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の西独 
•西独 
〇西独 
〇阻独 
〇西独 
0西独 


大崎電気 
H 菱鉛筆 
東日本選な 
大崎電気 


全芝工大 
全立教大 
東曰本選抜 
を仙台 
大崎電気 
中 大 


〇西独 
•西独 
〇西独 
•西独 
〇西独 


シリーズ総成績 
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全 
京巧 


得〔西ドィッ】 

0ケッセマイヤー 、。 y 
0デュエル 
6グルンワルド 
4 メンダッハ 

1 ゾ 、ーノレ 

0トルカ 

0ゴルゲス [FP 

1グッシユル 
1イバース 
2クレム 
1 ハー テル 

3ヒルマー 


〔を京大】得 
/本田〔06)0 
t 伊背 （3 年）0 
野 （ OB )0 
野 （ OB ) 2 
口 〔4年）3 
本 （1 年）1 
□か B )5 
橋 （ OB )2 
島 （3 年）0 
安 （4 年）0 
森 （1 年）0 
達 （0 B )0 


川 

裸 

山 

岡 

竹 

市 

川 

今 

藤 
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_ ん 

[男子〕 

① .9 . 9 東京 

② 9.11 横浜 
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独独独独独独独 
西西西西西西西 
〇 00000# 


機 

重 


热妨. 


抜 

-阪選本 


高 


曰 


京なせ趴大細 

東爱旧大全全全 


ス 

大会大ル岡会本 
ダ 

早松京^静友日 
阪 

全菊を大全お全 
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0665 35666384 
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哑虫をホ虫ホ 

V9 Y3 y«a 

西西西西西西 
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大日下部 (2 年〕、桑山 COB ) り 
得〇 ▽西ドイツナーネン得〇 


岡台京巧京島都阪岡京京 
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記者の目 


試合は西ドイツぺ一 


スで進んだが全京大 
も追いかけ 5 1 9 の劣勢から前半 
別分目— 9 とタィ。さらに全京大 
は2点をあげて逆に主導権を奪い 
前半を終った。 

しかし後半になると西ドィツは 
こまかい動きとメンダッハをはじ 
め長身選手の強引なシユ I 卜で得 
点をもげ、守っても疲れのみえた 
を京大を2点に封じて押し切った 
技術的にはこの試合に関ずる限 
り西ドイツから学ぶものは何もな 
かったというのボ関が者の一致し 
た評であった。スタンドを埋めた 


観衆は大半がハンドボール経験者 
であったが試合の途中、観衆のな 
かから聞かれたのは、かっての西 
ドイツとの試合と異り、西ドイツ 
のプレーにがする賞讚よりも、'む 
しろ善觀する全京大に対ずる声援 
だった0 

しかも前半1点をリードした金 
京大の主力は今春の関西学生1部 
の最下位だった現役である。 

ところで西独と対戦した全京大 
が国立大学の選手および OB の単 
独チームだったことは、ハンドボ 
1ルをにとってきわめて意義のあ 
ることでちつヒ〇 


京大は数年前、関西リーグで優 
勝ずるなど活躍が目立っていた 
が、京大の運動部としても単独の 
国際試合はの年の歴史で初のこと 
だといぅことであり、 S 日の試合 
は京大ハンドボール部が学巧で伝 
統鼓るラグビー部やサッヵ . ~部と 
肩を並べる地位を確保ずるに十分 
な快挙であった。 W 年疆前までは 
U 人の選手を揃えるのにもま労し 
ていたチームが国臟試合をおこな 
ぅまでに成長したことは喜ばしい 
ことでもり、同環境の他の国立大 
学ハンドボ！ル部の大きな刺激に 
なったのではないかと思われる。 
京大ハンドボール部の今回の国際 
試合の結果が沈滞気味の同大学の 
運動部の刺激となり、他の運動部 
を奮起させることができるなら、 
その意義は大きなものであったと 
考える。(奥田良胤 - N 打 K 報道 
部•京大〇 B ) 

西ドィッは前半ゆる 
いテンポでポールを 
まわしながら W か日—1とリー 
ド。全京大も左をの唤さぶりから 
化口を中んに山口、.市橋が得点、 
別.かには 919 に追いついた。 

さらに全京大は前半？^か、對分 
にもか口がパスと見せかけたサィ 
ド•シュ I 卜で連続得点し、場内 
を湧かせた。 

特にフユ个ントからのシュ-—卜 
がよく決り、西独の帰陣も遇かつ 
たため速なでも得点をあげ、粘り 


強いプレ I で前半終了時には U — 
W と逆転する健閱を見せた。 

西独の攻撃は、サイドからサイ 
ドへのロングパスからチャンスを 
見てポストへボールを送ってい 
た。この攻撃もを京大デフ H ンス 
の甘さと、西独選手に比べて体力 
的に見劣りずる選手が多いのと、 
特に身長のなさが大いにてつだっ 
ていたように思われる。それにし 
てもメンダッハのジャンプシユ I 
卜は、彼がジャンプするとデフて 
ンスのはるか上方を通過し、ほ•ほ 
.ノーマ I クと同じ状態になり、ほ 
とんど得点が決った。確かにメン 
ダッハがシュートずると全部のシ. 
ュートが入ってしまうような気が 
するが、ゴールのコ I ナ—にピシ 
ッと決るシャ—プなシュ I 卜は見 
られなかった。対芝浦工大戦に見 

せたゴールのコ—ナーいっぱいに 
決るスタンディングシュートが見 
られなかったのは残念であった。 
全京大は後半疲労が出て、攻撃の 
スピードが落ちると、体の大きい 
デフュンスにがして単調なパスヮ 
1クだけでどうにも攻められなか 
った〇金京大のように超ロンダヒ 
ジターのいないチームでは、速な 
などスピ I ドのある攻めをしなけ 
れば得点をあげることは不可能 
だ。速攻も単発的で、つぶされる 
とシュートにならず、西独の馬力 
に押し切られてしまった。 

西独は前半よくボー.ルをまわし 


技術評 





巧し凹 h イツ J 

〇ケ ッセマイ ヤー 
0デュェル 

0 ハ户テル 

3 メンダッハ 
2パール 
0ゴルゲス 
1グツシェル 
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目イバ ■ — ス 
1ヒルマー 
0ハルトビツヒ 
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，松尾1 
FP く 東 4 
北岡 3 
井上1 
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第10戦 


副審.木村増な、鷹見陽平 


西ドィッ文。^ 


)3 な邦1 


巧モ第の戦はの日午後3時 W か 
から大阪府立体育会館で大^イ I 
グルスが対戦。主審•丸岡一清、 


大阪ィ I ダルスの敗 
一.‘-し因は体格差とずり疲 
れで速攻が出なかったところに患 
った。 

西ドィツが来日第1、第2戦に 
敗れた最大因は、試合開始そぅそ 
ぅの素晴しい日本の速攻にリード 
を奪われ、自らのぺースを乱し、 
持てる力を発揮できなかったこと 
にあった。 

t 大阪イーグルスは日本.のが戦チ 
1ムの内で 一 番小柄でこの体格差 
がどんな結果となってプレーの上 


に現われるか又彼等のスピードお 
るプレーを何処迄ずりきり述なで 
先行来るかがこのゲームの焦点で 
あった。彼等は二戦な渡日本のゲ 
1.ムにも馴れ相手にょっては力を 
セーブしたり、リードずれば遊ぶ 
プレ I をし、勝ち続け自信をつけ 
てきた。がしイーグルスには対戦 
前日ょりゲ I ムにおし意慾的であ 
った。イーグルスも歎員の優勝チ 
I ムとして何とか一矢を報いるベ 
く斗志を燃やした。然し彼等は予 
想通りボールを握り正確なハンド 
リングとが度のフリ I スロ I ライ 
ンが近でシュ1トモーションを構 
えデイフュンスをかく乱してポス 
トプレ]をねらった。そしてポス 
トプレ I が駄目と判がしたときミ 
ドルシュートを打ってきた^又勝 
とぅとす る意慾的な行動はを防に 
相当手荒いプレーをした。 

イーダルスはポストを完全にず 
りミドル、.サイドのシュートょ G 

K に任せ速攻で得点をとる作戦を 
立てた。 

前半おか迄体格の大きいプレー 
ヤ^~の勵きとスピ^ —ド起るポスト 
。フレ - ~をよくずり GK の巧ずもあ 
「て.7点におさえた。がし防御に 


力を取られ動き疲れて速攻が出ず 
セット オフてンスも 大きな壁にぶ 
ち当り、シュ I 卜が思うように巧 
てず期待を裏切り1点に止まっ 
た、おかを過ぎる頃ドイッの攻め 
あぐみからくる疲れで動きの鈍っ 
たところを連続3点決め前半8 I 
4とかろうじて面目を保ち後半の 
反擊のキッヵヶをつかんだ。 

ハーフタイムの'、、^—テングで防 

御がよくても速攻出来ない限り勝 
利は望めないのでサイドがャマを 
はって飛び出し速攻をやる こと、 
そしてセットホフてンスをサイド 
にもって一打く ことを 決めた。 

後半に入ると西ドイッは前半の 
疲れによりミスと防御への.かえり 
が遅くなり始めた。そこでイ]グ 
ルスは速攻に出てポイントをあげ 
巧分にやっと 9—8 と1点差迄追 
いあげた。その後の分間に2度 も 
1点差のシ I ソーゲームを繰り返 
したが体力の消耗とシュートカの 
弱さは どうしても 同点に持ち込め 
なかった。そのあとメンダッハ、 
イバ I スの気力のこもった強引な 
ミ ドルシュートを3点決められゲ 
1ムボ終了した。 . 

失点：3と防御はよかったがずり 
疲れで速攻が化来ず又大きい選手 
の I 線防御にがしてこのな撃が中 
央に集まり過ぎてサイド攻撃が少 
なくシュ ー ト カの弱さも手伝い期 
待の井上•青木の強引なシュート 
が厚い壁に遮ぎられて決まらなか 


でポストを使い。パスはよく通っ 
ていたが、キャッチ ミス やラィン 
クロスも 多く、 もう一つ 「これは 
ずごい」というプレ I はなかっ 
た。また完全にボールを握ってい 
るもののそれを生かしたトリック 
プ レー、トリック パスもなかった 
し、 シュ 卜も ポストもポストシ 
ュート をよずしたりして、どこと 
なく鋭さがなかった。やや予想外 
であったといえる。戦術的にはメ 
ンダッハやダリュンバルドがボー 
ルをまわすだけで幾度かチャンス 
があってもロングシュートをしな 
かったのは不思議であった。それ 
に比べて全京大の巧口•山口が少 
ないチャンスにロングシュ I 卜を 
決め-ていたのとはが称的であっ 
た〇しかし、グリュンバルドの手 
首のきいたスピ I ドある 7 M スロ 
1はずごい/という感じをうけ 
た.。今 I つ残念なことは、西独で 
も超一流のキーパーであるデュエ 
ルが病気欠場したことである。矢. 
張りヶッセマィヤーでは国際試合 
としてものたりなかった。 

芝浦 H 大戦に最も強く感じたこ 
とだが、日本のハンドボールの特 
徵は西独には見られないプレーの 
機敏さという点である。ボールま 
わしからの フォ ーメ ーショ ン にし 
ても、西独はボ I ルだけがまわつ 
て、 スピ ー ド感が感じられないの 
に対して、日本の動きはその I つ 
一つが よしあしは 別にして何とな 


く流れがあって、1つのリズミみ 
ルさを感じた。日本が体力的に 

"小さい"というハンディを補う 
ためには、"走り"なかにはない 
だろうが、この補っている部分が 
補う意味凹上に日本の長所となっ 
ているように思う。 

全京大が善戦した理由の I つ 
に、全京大の捨て專的な思い切っ 
たプレーの続化だったこと。それ 
と西独が身長も充分で、 スピ I ド 
もあり、文巧なく入るヶ I スでも 
シュ I 卜をち咏うちよしてポスト 
に パスし、 それが ミスを よんで反 
擊されるといった点が多かったこ 
とである。 

それは彼等が西〜化欧での試合 
では、 ロング シュ ートも あれほど 
余裕をもって打つことはできない 
のであろう。故により正確なポス 
トプレーをねらい、それを 中、 むに 
して練習をつんでいるためだと思 
う〇日本へ来てかりにシュートを 
打てるチャンスがあっても、矢張 
りいつもやっていないプレ]はす 
ぐにはむずかしいのであろう。 

それを証明しているのはメンダ 
ジハのロンダシュ]卜であり、日 

本に於ける試合でも何も気にかけ 
ないように数多くのシュートを 
し、毎試合多得点をあげていたこ 
とでおる。八主京大の健閱を賞して 
おきたい(ル西博喜•京都協会理 
事〕 


ィ—グルス、追いつけず 

,体格差と守り疲れが敗因 





得〔西ドィツ] 

〇ァュ ェル 
0ケツセマイヤー 

5ダルンワルド 
4 メンタ ツノ、 

0パ^~ル， 

0トルカ 
1ゴルゲス 
りグツシェル 
3 イバース 
0 ホー ネン 

0 ノ、—テノレ 

5 ヒノレマー 
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»観衆稍二千五百 
西ドイツ聲！ U で 
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晤〇 〇 3110150000 
g 园义ククククククタククク 

^ 橘橘橘 
員商商商商女商 K . J 、，、 w 商商 

静教清淸清清富清清清清清清 

- (c((ccc((cc( 

田勝石原井山部巧保正島 
全辺 堀久巧城 
t 吉渡大桐藤丸服池高渡宮 


.男子第 U 戦は別曰午後2時がか 
から静岡市*県営草難体育館でを 
静岡がが戦。主審•渋谷巧康 (日 
体大出)、副審•鈴木城、大橋昭重 


った。東•化 岡のタィミング をな 
わした シュートが決ったものの結. 
局体格、プ レ！の差と I 度もリ I 
ドを奪えず勝利から見離された。 

話題となった西ドィッチ ームの 
実力は欧州では地方の選披チーム 
の 実力で現にハンブルダの選抜チ 
1 ム であった。欧測の上位国のナ 
シヨ ナルチー ムの 実力は あらみる 


事なジャンプシュ I 卜、全静岡は 
巧分に堀がフリー スロ I ライン近 
くからロンダを決め、試合は 1 点 
を争ぅ好ゲームとなった。この間 
の全静岡は！—日、 2—4 ディフ 
てンスを併用して速なに備え、西 
ドイツのメン ダッハをマ ーク して 
いた。しかし巧かをすぎてからな 
めが単調となり、巧分からが分ま 
でノ I ゴ ー ル。西ドイツ もの分か 
らの分まで ノ I ゴ ールと いぅあり 
さま D 

それでも西ドイッは如分、の分 
W 秒にゲットして 8—4 とリ J ド 
していた。站分にはグリュンバル 
卜が右巧度の地点でフてイントを 
かけて全静岡のバックスを I 人抜 
き、 そして ヒルマ I に得意のバッ 
ク パス、これを ヒルマ I が決めた 
プレ I はずばらしかった0 

後半巧.分まではおもしろかっ 
た。それは全静岡が UIW と逆転 
に成功したからだ。日分には早い 
パスから服部が、 W 分には藤井が 
左が度からアンダーシュ I 卜で、 
。分には大石が 7MT を、巧分に 
は全静岡ゴ I ル前でのルースから 
カットに成功した巧がノーマ！ク 
で持ち込み、とタイに追い 
ついた。喜んだのはニモ五百の観 
衆。巧分にはまたも堀が右が度か 
らアンダ I シュ^ —卜を決めて U — 
S と逆転。この分なら全静岡の勝 
ちも予想されたほど。 

ところが西ドイツは、か W が 


に 7MT を得、グリュンバルトが. 
これを決めて U — U としてから元 
気を取りもどした。多かのラフプ 
レーはあったが、グリュンバルト、 
メンダッハのコンビネ I ション 
であっといぅ間に点差が開き、別 
分には WIU と日点差。全静岡は 
防戦一方に追い思まれてしまっ 
た。巧分にはユース堀が退場 (2 
分間〕ずるなど後半巧かから W 分 
までの全静岡は全くよいところが 
ななった。. . 

しかし後半巧分に U — W と逆転 
に成功したおたり。全静岡の健闘 
は大いにほめられていい。またグ 
リュン バルト、 メン ダッハの コン 
ビネ I ショ シブ レ— は胸のすくよ 
ぅなプレーだった(篇尾武治.共 
同通信社) 

前半3分までは両軍 

ロン•クシ ュ—卜の打 
ちあいで釋点にならず、重苦しい 
霉囲気の立ちあがりとなった。 

その緊張を破ったのは西ドィッ 
得意のローリングから左に位置し 
たィバースが中央にまわりこんだ 
ノ. ーマ. ー ク •シュ > — 卜でる〇 

しかし、を静岡もひるまず、元 
気いっぱいのクリス•クロスプレ 
1により長身ぞろいの西ドィッ】 
織防禦陣を沈めておいて、右が度 
から堀(明大お〕、左が度から大 
石(清商高出)が、ロングシュー 
卜を交互にきめて、西ドイツのス 
タート メンバ I と 互角に戦った。 


巧分からの分にかけて西ドイッ 
は：3人の選手をめまぐるしく交代 
させて、轉意の口 I リンダから、 
メンダッハの猛烈なジャンプシユ 
1卜をおりまぜての攻撃に、全静 
岡のディフ1ンスはどうしてもみ 
だれてくる。サイドからポストに 
切り込む敵に対するディフ H ンス 
も、チヨットした気の嗔るみがゴ 
I ル正面でのノーマークを啄るし 
てしまう。サイドがマンッーで詰 
めていつてもが度のところでブロ 
ックされる〇またチ卫ンずしたと 
ころのサイドのすきを強烈なシユ 
—卜で得点する。結局前半4点差 
で終了 (全静岡としては、3点差 
で後半戦をやりたいと念願してい 
た) 

後半に入つてからの全静岡の奮 
閱は素晴しかつた。前半が度から 
の ロンダ シユ ー ト だけにたよつて 
いた全静岡が左サイドから服部の 
飛-込みシユ I 卜をきめてから西ド 
イッのディ フてンス がみだれた。 
藤井の アンダ^スロー シユ _— 卜、 
そして ポストにボ ，1 ルが入つて7 
M スロ I で1点差、こうなると西 
ドイッの攻擊も雑になる。全静岡 
は調子に乗つて積極的な攻撃とな 
り西ドイッのパスを カットして 単 
身ドリブルとなる。最初の宮城島 
は GK デュ卫ルの美技にはばまれ 
たが、次の堀の単身ドリブルシュ 
I 卜は、デュエル.を床に這せて S 
の同ぶ、二五00の大歓声は 


技術評 


点で彼等より数段勝っていること 
を知らなければならない。然し彼 
等の示したボ]ル握りからくる正 
權と自由自在のハンドリング、シ 
ユートのスピード、ポストプレ I 
の鋭さ、また GK が身体全体を使 
つてゴールを守る好守は大いに学 
ぶべきでおる(巧旧化-日本協会 
技術委員、大阪イーグルス監督〕 


〔FP その他の出場者〕▽全静岡 
山田.(清水橘ク)、井上(教員団)、 
望月(富±ク)いずれも得〇 

▽西ドイツハルトビツヒ得1 

前蓋かまでは、ま 

; . 」.つたくの互角で試合 

は運ばれ館巧は大いに沸いた。 

西ドイツは 4 分、日分、 6 分に 
イバースが得点をあげた。ポスト 
プレ ー、ジャンプシ ユート、ラン 
ニン'ダシユ ートと 多彩ななめ。 こ 
れに対し全静岡は 4 分 W 秒に掘、 

5か W げに大石がともにアンダー 
シユ I 卜して 決めた。 J 分には 藤 
井が 2 か間退場したが全静岡は ず 
りを固めた。9分に 西ドイッが、 

S 分に全静岡がともに 7 MT を決 
めて 4 I3 と西ドイツが 1 点リー 
ド。 

U 々もドイツはメンダッハの贵 


徵全静岡、リ I ド守れず 

第 西ドィツ、終盤で 突き放す 
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さらにつづいて、此の日の当り 
屋、娜がまたもや、が度からロン 
グシュ I 卜をきめて全静岡ついに 
1 点リード、観衆は湧いた。この 
間巧分全識岡は攻擊だけでなく防 
禦においても、西ドイッ得意のサ 
イドからの切り込みによるダブル 
ポスト 攻擊をゆるさなかった、高 
义保(立大出〕の好守もあって、 
一方的なゲ I ムとなる。 

しかしこれまで鳴りをひそめて 
いた、西ドイツはメンダッハ、ヒ 
ルマ I を戦列にもどずことにより 
反擊を聞始した。例によってロー 
リングから、メンダッハの強引な 
ロング、ヒルマー、グリュンバル 

卜の素早い走りに疲れのでた全静 
岡はついてげけなかった。 GK 吉 
田(お松南高教員〕の美技で再一二得 
点を阻んだが西ドイツの一方的ゲ 
I ムとなって 9 点連統得点されて 


試合終了となる。 

体力の差といぅかそれだけでは 
ない。 西ドィッが 全静岡の クリス 
クロースからの攻擊になれて、防‘ 
禦方法を換えたこと、また1点リ 

1ドされてもバックパスでポスト 
に入れるだけの余裕があること等 
大変勉強になった。 

本県に於ける2回目の国際試合 
であったが、選手団結成3来わず 
か W 日間。この間に国体東海ブ日 
ック大会があったので実際には W 
日に8日間も合同練習をした。 し 
かも昼間は各自の勤務に出て极間 
だけ、普段なれない硬い体育館の 
フロア I での練習が、選手団の気 
力と体力とチ I ムヮ I クを つくり 
上げ、立派な試合を展開してくれ 
たものと思ぅ(ち瀬喜け夕•静岡 
協会理事長) 


纖西ドイツ、復調の M 連勝 


割 


序盤の拙攻たたった桜友会 


男子第に戦は化日午後6時がみ 
から東を-駒沢屋内を技場で東京 
おちをがが戟。主審.路お夫(立 
大出〕、副審.中が重夫(芝工大 
出〕、岡が昭二(東京お大出) U 観 
衆約二千四百 

西ドィプがち会 


記者の 目 


日本のプレーになれ 
た西ドィツは『でき 
ることならもぅ一度を芝工大.、全 
立大と試合したい』といぅほど調 
子も自信も上巧いている。 

この試合でも立ちあがりから余 
格のある攻撃で前半 W か6 —2 と 
差をつけ、ずってもすばやい帰陣 


得〇 0162321100 

が藤お辺野口原野木橋中川 

^加小渡高山藤山鈴高田大 


K 

G 


巧 


ヤド 

; f レ、 レ 

マルヮッ スエスル 
ちセエンダルカゲシームテ 
巧ッュルンールルッバレー 


ケデダメパトゴグイクバ 
價〇〇 36 20 234 22 
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と巧妙なドリブル•ヵットを見せ 
るなど元気だった。 

しかし、相変らずゴール前での 
日本のこまか•い動きには弱い。そ 
のもろさをお友会がつけばもつれ 
た試合になったのだろぅが、肝、む 
なところでパス•ミスやシユ I 卜 
の失敗があって、わずかに左腕の 
高野が右から左へ鋭く切りこんで 
はみャンプ•シュートを決めたに 
留っ-た。 

主導権を握った西ドィッは後半 
しきりとメンバー •チェンジ。 

そのスキに桜友会は7 M T と山 
野、藤原、山口らのゲットで追い 
あげ？3かには巧—2としたのだ 
が、西ドィツもメン.ダッハのロン 
ダシユートとバ I テル、ィバ I ス 
らのポストプ•レーで再び点差を引 
きはなしの連勝を飾った。 

蜡友会は後半、な撃の気勢をあ 
げただけに、緊張がほぐれぬうち 
に あっさり 試合の。へ ー スを 奪われ 
た序盤の失敗が悔やまれよう。 


技術評 


西ドイツ 選手の中ではグルンヮ 
ルドの 好リードと G 反デュエル 
(後半のみ出場)のブレーが目立 
った。なかでも後半 U 分山野のシ 
ュートをはばんだデュエルの巧技 
は味わいがあった。 

デュユルは、その直前山野の好 
判断によるシュ I 卜に右肩口をお 
かれていたのだが、つづけて山野 
がシュートを放っとみるや、瞬間 
右コ]ナーへのずりを固めた。相 
手のクセを僅かの間につかみとる 
彼の"力"はやはりヨーロッパ短 
指といわれるにふさわしいものを 
感じさせた(お山茂 -nhk 運動 
部〕 . 

西日本各地を転戦し 
一週間ぶりに帰京し 
た西ドイツは、強行スヶジュール 
にもかかわらず、来日第 1、. 2 戦 
の思わぬ敗戦のショックから、よ 
うやく立ちなおり、第 3 戟拟後 白 

星を重わつつ、日本チームのプレ 
I にも慣れたようで、なにか、むの 
ゆとり、そして 自晉を とりもどし 
たように見受けられた。 

果せるかな、ゲームになって 
も、終始余裕を持っての試合振 

り、スコアの方も常に、セ I フテ 
イリードを保ちつつ、そして W 名 
のフルメンバーを適宜に交けしな 
がら、何か帰国日の試合に備えて 
チ I ムの調整をしている様な感さ 
えあった。 

西独チ I ムのポス^プレ I を中 


、むとした晒の変化に対して、蜡友 
会は速攻をして早い動き、早いテ 
ンポのパ スワ I クで、ディフェス 
スラインを廣乱し、 ヵット イン又 
は中拒離シュートをわらった縦の 
変化で対抗と云うゲーム内容にな 
った。蜡友会としては、身長差を 
ヵバ ーずるには、 この わらいは的 
を得ていたとは思うが、如何んせ 
んこの試合に関しては、特に彼我 
のシュ ー ト カの差が余りに も、 れ 
き 然とし、結局 このスコアにあら 
われ、これが勝敗を分けた様に思 
われる。'シュ I 卜がひ弱わ過ぎた 
感が強い。と云うことは、体格麻 
力の差とをうよりシュートをずる 
態勢タイミングが悪く、いわゆる 
逃げ腰のシュートボ多かったこと 
が余計シュートを非力なものにし 
ていた様に見受けられた。 

又早いはげしい動き、そしてパ 
スも大きい西独還手の堅いディフ 
ュンスの前に何かむなしく、から.. 
回りしている 顧があった。 

更に槛友会の攻撃が中央突破と 
云うことに余りにも片寄り過ぎ 
た〇もっと入る入らないは別にし 
てもサィド攻擊をかけるべきであ 
った穗に思われる。ポストにして 
もしかり、例えポストにボ I ルが 
通らなくても、ポストに相手が入 
ることによつて、ディフ卫ンスを 
下げることになり、そこで初めて 
ロンダのチャンスも生れてこよう 
と云うもので患る。 
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つ•ついて 2 分、木野ボボ I ルを力 
ットずると独走して二点目。西独 
も懸命に走り、帰陣も素早いとこ 
ろを見せた。そして巨体を生かし 
たボディ I •ブロックを巧みにま 
じえての応戦。 U 分には負傷回復 
の グリュンバルトがミドル•シュ 
—卜を決めて 1 —3 と迫った が、 


女子第 7 戰は巧日午後 6 時から 
津市.•津市営体育館で田が結が対 
戦。主審•金沢淑郞、副審•高山、 
奧田 

観衆ニモ ’ 


ずのは一人、それがつぶされる 
と、あとのフォロ I がなくてパス 
アゥト、トコトン追い上げ ると 云 
うことはしなかった。 

何とか)点でも二点で.も得点差 
をつめ様と最後まで執ように食い 
下る殺友会を終始変らむぺ I スで 
圧倒し来日 W 勝目をあげた。 

西独チームにとっては過去悪条 
件のもと、力を化し切れず不本意 
なゲームも.あった ことだろう がそ 
れにしても我々としても彼等から 
学ぶべき点は数々あった様に思う 
(勝繁夫•日本協会技術委員、立 
大監實 


全立大の速攻を上回る破撰力で圧 
倒、前半で勝負を決めた。といつ 
て防禦の方がおろそかだったわけ 
ではない。前半、木野が西独の主 
補メン ダッハを佩底的に マ I クし 
たのが大変勁いた。このためメン 
ダッハ 得意の"弾丸シユ I 卜"が 
決ったのは、わずかに S 本、西独 
の攻撃力を半減させておいて、全 
日本は スタ I 卜から走りまくる。 

まず開始1か、ス□—ホフの口 
1 リンダから長身の平岡が強引に 
カットイン、見事にゴールした。 


西独チ ー ムもこれに輪をかけた 
様に、サィドからのシユ I 卜が一 
本もなかった。徹底的に中央から 
のポストプレ I で対抗してきた、 
このチ I ムなら中央からの轉点が 
出来ると云う計算そして自信が起 
ったのだろうか。さすがに鮮かな 
11、一二の フオメ ーシヨンプレ I と 
メン ダッハのご 弓 快なロングシユ 
I 卜を披ろうしてはくれたが、華 
麗なパス ワ^ ~ クを 身上とするチ^— 
ムと云う我々の印象から程遠かつ 
た。第一、一一戦の頃に比較してみ 
たら確かに帰陣は早くなった様 
だ。速攻の方 も 何回かチャンスを 
つかみかけたが、ほとんど飛び出 



男子最終戦は？： 3 日午後 7 時 W 分 
から東京•駒沢屋内球技場でを日 
本選故がが戦。主審•安廳純光(法 
大出〕、副審•佐野和夫 
二観衆約二千 

全日本の(化—^} U 西ドィツ 

西ドィツ巧子の日本での成績は 
巧戦 W 勝 3 放となった。 

■あ馨は最大の防禦な 
りとかいぅが、それ 


を まざまざと 見せた のがこの日の 
全日本。西独を破った全芝エホ、 
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ょぅに田が祐のがのユニホ I ムが 
動きまわった。午を6時をわずか 
に経過した頃だ。 

試合開始直後の速攻で先斤した 
田が 祐は、かなからず全員に落ち 
着きが見受けられた。緊迫が予測 
される試なで、先お点がどれほど 
貴重であり、有利であるかを如実 
に示した一場面と見た。 

•この先巧にょって旧ぜ結の刻々 
の攻撃活動には、練習時に近い素 
晴らしさを感じた。この速い動き 
の田村妨に対する西ドィッの、む意 
気も盛んで、対大崎、対愛知巧を 
観戦した私の目にもはっきりとを 
れを伺い知ることができた。それ 
は彼女達のを撃から防御への切り 
替え、ずなわち帰陣の速さにもそ 
の一端を離かせでいた。試合はそ 
の後旧村械の加点で 2—0 となり 
全く主導権を握ったかに見えた田 
村妨も容易に 3 点と引き離すこと 
ができず、逆に西ドイツが、トリ 


このあたりから連戦の疲れがどっ 
とおた感じ0 

脚力の差がはっきり現れて、全 
日本の独走となった。全日本は平 
岡の蒙快なシュートに、近藤の鹽 
妙なアンダー•シユートをまぜて 
着々得点を重ね W 分には 9—3 と 
リード。 W 分 W 秒と巧かがげには 
気の呼るみからメンダッハに弾丸 
シュ I 卜を許したが、前半を W — 
日で終了。後半は巧野、井上らベ 
テランも活躍して西独を常せつけ 
なかった。西独は個人技に頼りが 
ちでサィド攻撃がなかったのも敗 
因。平岡が強い手首を生かし、巧 
側にひねってのシュトは、さしも 
名手デュ H ルも手こずっていた。 
平岡の措頭、木野、お藤、近森ら 
若手の充実ぶりからみて、ミュン 
ヘン五輪での入賞が期待される一 
戦でもあった。(渡辺巧雄•朝日 
新聞運動部〕 

〔注〕技術評(荒川〕は U 頁別 
掲 


U 字形のスタンドは 
約二千の観衆でぎつ 
しりと埋った。一一一重県で初の国際 
ハンドボ I ル試合。 

お手のうずの中をコマネズミの 


技術評 


田村妨得意の速攻さえる 

タピード不足の西ドイツ 


全日本、すばらしい攻撃 

若手の充実、ミュンヘンへ希望 


記者の目 
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大巧は8々に垂水が中央突破で 
1点、その後は再一二のチャンスに 
パ.ス■ミス、オーバーステブプなど 
大洋らしからぬ失化を重わ4点差 
で前半をおった。 

後半に入り、大洋はかたさもほ 
ぐれ、思い切ったシュートをおっ 
て反撃し好ゲームとなった。終了 
3み前にはお保が連続得点して2 
点差につめょり観衆をわかせたが 
立ち上がりの失点ボ大ぎすぎた 
(富岡淳-郎，•.熊本日々新聞運動 
部〕 

館本における巧のホ 
子国際試合。 115 
ディフェンスで固める大洋デパ— 
卜に対し、西ドィッは平均身長 
( FP ) M ハ六.五センチの豊か 
な体を揃えてスタ I 卜を切った。 

ホ人選手にがして不なれな大巧 
デパ I 卜は、立ちあがりからなん 
とはなしに、ピントのはずれたよ 
うな試合ぶりで、簡単に序盤のリ 


技術評 


ホ子第8戦は U 日午後4時5か 
から熊本市営体育館で大洋デパ I 
トボ巧戦。主審.井上元一一 
副審•平井徳一、上妻ま晴 
観衆約ニモ五百 


記をの目 


平均身長、年々は西 
ドイツが 17 2セン 
チ、巧才。大洋は1日5センチ、 
S 才。 


大洋は若さを生力したスヒード 
で押しまくらなければ勝ち目はな 
か3た0 

しかし立ち上がりの大洋は動き 
が鈍かった。.西独は開始後6分ま 

でに ミルタ^~~、ネントビジヒ、ヶ 
ラーが立でつづけにシュートを決 
.めて一方的な スター ト。大洋のテ 
ク ニックなど 問題に しない ホカに 
まかせた強引な シュート だった。 


てみると、第一に、.ボ I ルテクニ 
ックの素晴らしさである。同じフ 
ォームから繰り広げられる幅広い 
プレーは、ボ I ルを握り、自由に 
操るボ I ルテクユックの産物であ 
り、今後の日本ハンドボ I ル界の 
一課題となるであろう。個人的に 
はミュ I ラーとミ ルタ I の視野の 
広いプレーは特に強く印象づけら 
れ、日本み子界には見られぬ巧技 
と言えるであろう。第二はチーム 
リーダーに巧して、他のプレーャ 
1が、常に忠実なプレーをずる点 
であり、これも目本には多く見ら 
れねことの一つと思う。 

一方旧村妨としては、 U 点の失 
点が示ずように、防御での積極性 
に欠けていたこと、長身者にがず 
る防御法について今少しの策があ 


れば、易々相手にロンダシュート 
を許したり、ゴ I ル前でのラフプ 
レーを引き起さずに、最少限の失 
点で食い止められたように思われ 
る。その他ゴ I ルキーパーのず備 
法、特に後半許したサィドから放 
つた長身者の飛び这みシュートに 
おずる策を研巧するお要があるよ 
うに思う。全体的には日本み子巧 
に要求されているロングシュータ 
1の不足が、田村秘にもあてはま 
るように思われた。長身者を揃え 
ている外人相丰には、幅と厚みの 
攻撃と、素早く、しかも巧みなフ 
ッ トヮー クによる守備力を早急に 
体得ずることが、曰本ホ子ハンド 
ポ I ル巧にとって急務ではなろう 
か H スタンドからの観戦記 =( 宇 
津酵年-•日本協会普及委員) 


ックプレ ー、 ブロックとポストプ 
レーなどを巧みに使いみけるミュ 
I ラ I の 優れた個人技と、田が肋 
バックスの 消極的な アタック も手 
伝って7 メ I トルスロ！ で、加 
点し さらにミルタ^ —の ロンダ シュ 
1卜を許し、しばらくは2点差の 
試合展關となった。しかし試合も 
前半の終盤に近づく頃、西ドイッ 
の動きの鈍ったところを田村妨の 
速攻とパ スヮー クが巧え、渡巧好 
が両がでブ □ッ クを活してあげた 
2点と、再度故った長谷川の日ン 
グシュ I 卜が見事に決まり、 8 — 
4で田が結が前半をリ J ドした。 

前半田村热4点のリードの陰に 
は、ゴールキーパ I 漉辺の好守と 
守備における渡巧好の好リ I ドも 
見逃せない点である。しかしを員 
に今少しの落ち着きがあれば、ま 
だまだ得点を重わ、前半で勝放は 
決っていたよぅに思われた。西ド 
イッも来日軍のベストメンバ—で 
スタートし、蹟極的な攻防を展蘭 
し、しばしば田村祐の攻撃ををい 
止めていたが、全員にスピード不 
をの顧はかれなかった。 

休憩後再關された後半も、.田村 
妨の攻撃は、一線防御で穂極性を 
欠く西ドイッにがし、-ローリング 
を主に、ルさく速いリターンパ 
ス 、それに ブロックとポストの活 
用など多彩に攻め、その動きは観 
衆にハンドボールの妙味をァピー 
ルず るに十 かの よぅに 見受けた。 


一方西ドイッのホ撃も前半同様ブ 
ロックとポストプレー を執拙に繰 
り返し、田村統の守備のラフプレ 
1 に 7メー トルスロ]を福る こと 
一一 一度、これを左腕ネン トビ ッヒの 
強 シユ！卜で加点し、さらに長身 
ロイター がサイドから放ったシユ 
1卜が見寧に決まり、一度は W ^~ 
。と 2点差まで追いあげる緊迫し 
た試合となり、観衆を興奮させ 
た。後半關始後？5分を経過した頃 
である。この間田村斬のミスポー 
ルを拾つたミユ！ ラ！ の単身ドリ 
ブルの妙技も披醒され観衆を隐ら 
せた。ここで追いもげられた田村 
結は、適切な運手巧替でチ I ム全 
ホとしてのスタミナのバランスを 
保ちながら、を員が十二分に走り 
まくり、得意とずる パスワ I クも 
亂れを見せず、その間ゴ I ルキー 
パ J から直接だされた速攻を水 
谷、ル林、清氷がよくうけ継ぎ、 
さらにロングシユター長谷川が目 
の覚めるようなロンダシユートを 
右上コーナぃに決めるなど、攻撃 
のスビ I ドに衰えを見せず、本.シ 
リーズ最高の目点差で、全日本優 
滕チームの面目を堅持した一戰で 
あった。田が祐の勝因は、全員が 
最後までよく走り、チームの長所 
を十分に発揮し、マイぺースで戦 
い、.を員むらなく得点した ことに 
あると 思う。 

この一戦を振り返って西ドイツ 
からわれわれが学ぶべき点をあげ 






—ドを唤るしてしまった。これで 
ドイツは充分なるボ I ル•キープ 
の余裕をもってゲームを進める様 
になった。.大洋のデフてンスが強 
ければ遠くにボールを下げて回 
し、中央ポスト、兩サイドの隙が 
出来るまで時間を気にずる必要は 
なかった。 . 

大洋は8かにして初点を举げ調 
子に乗るかに見えたが得意の速を 
でボールを落したり、つまらね巧 
則をくり返し四点の差を開いたま 
ま前半を終ってしまった。 

期待した後半も一一一分後、ドイッ 
のミドル•シユ—卜で GK 頭上を 
抜かれ T 立直る機会はないのでは 
ないか」、と舌ぅす安なムードに 
なった0 

. 然し其の後大洋はドイッの一線 
I 防御になれ、.ミドルをよく決め 
とつめたが、長身のドイ 
ツ、デイフユンスに間合が近ずぎ 
シユ I 卜をカットされたことは惜 
まれる。 

後半、全体を通じ ドイッのポス 
トプレ I に対し無策に等しく、 シ 
ユ I 卜され たら得点、 ストップを 
かけたら 7 M スローから得点され 
た0 

じ） W でタイムアップのおはな 
つたが、タイムかのフリ I スロ — 
お残っていた。 

ミルターにハンドボ！ルマボク 

ン(注•本誌別号が頁〕を地で行 


く様なダイレク . 


ったことも大洋がル人チームに不 
なれの愚を深くした。 

お上が試合経過であるが、大泮 
は追い込まれた窮地より何度も立 
ち直りかけ緒戦の不覚がなければ 
実によい試合を展開したと思われ 
る0 

しからばなぜ、緒戦に於て左右 
フリ I スロ I を二本、中央 ポスト 
プレ^ ~ 、サイドシュ I 卜と簡単に 
連続语点をゆるしたろうか。 

第Iには西独チ J ムの閒伸びし 
たパスのタイミングに迷わされた 
事だろう。ヮンパンチのシュ I 卜 
やパスでなく幾つもコースを用意 
されたダブルモ—ションのパスが 
見にくく、パスの後をおい廻した 
事がゲ I ム中、常に後手にまわら 
なわばならなかったのであろう。 

第二はポストプレーと、それに 
からんで、 7 M ス ロー による得点 
を唤るした事である。ブロックプ 
レーをしながらポストに入ってく 
るポストマンを大洋デイフユンス 
がたやすく防御者の左に入れた事 
と、ポストマンに入れる。ハスに対 
してデイフユンスが間合を開けす 
ぎていたのも非常に悪い防御であ 
った。 

ポストマンにボールボ渡ってか 
らではもうおそずぎた。体重の差 
を利用したユリヤぎわの力技にひ 
きずられながらシュ I 卜 される 
か、 7 M スロー.の反則になるかで 
あった。只、ル技をマスターして 


いない西独のミスによって得点を 
まぬがれたこともあった。 

第 S には走らない西ドィッに対 
して大洋は速攻で対抗すべきであ 
ったが得点機に自滅した事は全く 
惜まれる。後半に大洋新保がミド 
ルシュ I 卜を良く決めた。彼女が 
前年のヨー ロッパ遠征の勘を取戻 
したのかもしれない。国際ゲーム 
参加数十回と云ふ選手とゲームず 


るには基礎技術も大切であるが豊 
富なゲ I ム経験も必要であること 
をわずれてはならない。 

最後に西独チ I ムは日本ハンド 
ボ I ル界に対して最適の相手であ 
つた。いろいろと学ぶ こともあつ 
たと思ぅ。 この 機会に中央、地方 
ともに前進される事をがるか第で 
ある。(化川浩•日本協会技術委 
員〕 


全大阪、逆転もつかのま 

巧い ローリングの西ドイツ 


女子第9戦'は站日午を2時撕分 
から大阪府立化育を猫で全大阪が 
対戦。主審•山本を夫(日体大 
化)、副審.井上真也、山中善之 
巧=観衆男子第 U 戦に同じ 

西ドィツ9ご：：パで全大阪 


さで、 □ I リンダから1点を とつ 
て勝利を握った。 

西ドイツは、確実にパス、 キヤ 


得〇 0031103000 

NZ-'N/-•*> 

クク出出クタクブククク 

网み W 卖川、合川¥合川 

屋体体屋を屋巧屋名屋 
，ナ大寝日日寝大寝梅寝大寝 

ccccccccrvcc 

を本淵井が原田野務住村 

[ 岡 

山馬田化梶福中中魚か 


3 ヒツ 
ツーッ ン 
ィド I ラー i ビ II 力} 
ドルヤーラタト タリ I ル ( 
西バィユ i ルンンィーラ I 
C デホ ミケミネッロ ポケビ 
泻〇 0202121100 9 

マスターしている〇ゴ^~ルエリア 

附近での動きは非常に早く、なか 

でもベテラン•ロイタ I 、ミルタ 
—若手•ミュ]ラーのプレ I は光 


妻阪は立ちあがり 
!! 固くなって、平素練 
習時の動きが、まったく見られ 
ず、西ドイツが4 11 とリード。 
このまま西ドイツのぺ I スで試合 
が進むかに見えたが、を大阪は北 
村の 7 MT 、 中務(なかつかさ) 
が^5か、^分連続シユ1卜を決め 
4)3 とせまり前半を終了した。 

渡半、全大阪は北が、梶原、福 
田らがボールをよく廻し、善戦を 
したぶ、西ドイツも持ち前の ぅま. 


ツチをし、ハンドボールのを礎をった(山田計.'日本協<西吊務理事) 

子^ミユ I ラー、ロイタ—が好コンビ 

女_ 頑張った全静岡"高校"選抜 


女子第の戦は午後2時§分から 
日静岡市•県営草鶏体育館で全 
静岡(高校選な)が対戦。主審 • 
H •コルデス(西ドイツ)、劃審 
•入谷泰市、池田正か U 観衆男子 
第 U 戦に同じ 


西ドイツ巧ぃ j 4 全静岡 


記者の目 


全静岡は高校生の選 
肢チーム。西ドイツ 


の大型選手に比べてなんと小さい 
こと。身底を相撰でたとえれば、 
概綱対幕下といったところ。全静 
岡の選手がいくら突「こんでも、 
ずぐはね返される。シュ I 卜して 
もミルター、ロィタ I が両手を上 
げてたたき落とず。壁に向かって 
シュ J 卜練習しているよぅなも 
の0 
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得〔西ドィツ] 
0ホイヤー 
0デバルド 

2ミ ュ—フ— 

0ケーフー 

1ミルター 
〇ネントビツヒ 
〇ツン 

C ロイ ター- 1 
Q ノ、ーヒユフ 

2ケラー 
1ビールカンツ 
1.ポーリー 


〔全静岡高校選抜：!得- 
お田（静岡城北）0 
GK ^鈴木康(吉 原）0 
高橋诘 原）0 
鈴木悦(静岡城北） 2. 
藤原觸お女）0 

I 増田诘 原） 2. 

、 FP 長谷川诘 原）〇| 

, ^ル島(静岡城北）0 
納お诘 原）0 
中沢觸水女）ひ 
，伊藤(静岡城北）0 
'^佐藤(清水が0 


13 (0) 


7 MT 


(0 


〔 FP その他の出場者〕 V 金静岡 
望月(清水女〕、渡辺、稲垣(吉 
原)何れも语〇 ▽西ドィツべッ 
カー得1、へウイプカ I 得〇 

しかし全静岡の選手はお死にな 
って立を向かった。まず攻撃の面 
を見ると、前半1々が秒に增田 
(吉原高〕が右巧度からアンダ I 
シユ ー ト.(得点111)、’巧 かに 鈴 
木(静岡城化高〕が高橋(吉原高) 
'の パスを 右が度からきれいに決め 
(得点 2— 日〕、巧か W 秒に増田が 
フユイントをかけて西ドイツ•デ 
ィフユンスをぅまくおき、左が度 
から飛び込んだ(得点 317 )0. 
後半は8分に鈴木が右が度の ポス 
卜から決めた(得点 4—9)0 こ 
の得点経過を見ても、中央からの 
ゴ I ルインは一本もなく。右サイ 
ドから3点、左サイドから1点の 
み0 


を静岡はミルタ I 、、；エーラ I 
を マーク しすぎて両サイドの防御 
を忘れ、そこを うまく ロ イター に 
つかれた。.最初の1点はミユ I ラ 
—のフユイントプレ1にシテやら 
れ、次いて 4 か、 5 か、日かとた 
て続けにロイターに3点を巧られ 
た。苦らに W か、巧分にもロ イタ 
1に巧たれてしまった。つまり、 
を静岡は前半7点のうち a イタ I 
に 5 点をおられたことになる。 

後半はケラー、ビールカンツの 
ポストプレ]に稱点を許し、西ド 
イッは、多彩な攻撃を見せてくれ 
た。また西ドイッのの点目は：=1か 
にミルタ]があげた。これは実に 
豪快なもので、滿員のファンをう 
ならせた。 フリ I フロ —ライン か 
らスピ I ドの乘ったアンダ I シユ 
I 卜。を静岡のバックス、. GK は 
しばしぼう然としていた。それほ 
どすばらしい一投だった。 

欺れたとはいえ、を静岡は持て 
る力を十かに発揮した。とくに増 
田はょかった。前半日本のシユー 
卜で2点をあげ、全静岡の±気を 
大いに振るい立たせた。負けたと 
いう気持ちょりも、西ドイッのハ 
ンドボールに接することが出来た 
喜びの方が大きいょうにをは感じ. 
た。 

西ドイツの 輕快な動き、ボ ー ル 
を完全に振り、.パスと見せかけて 
大きく腕を振りながらフュイント 
をかけてバックスを扳くプレ I 、 


翰い手首など、高校生にとっては. 
学ぶ ところが 多かった。(駕尾武 
治•共同通信を) ■ 

全静岡は県大会優勝 
の吉原高を主体に、 


技術評 

清水女、靜岡城お高による高披選 
なチ I ム。これまでいくたびろ訪 
れた外国チームに対して男女を通 
じて高校生だけの日本チ I ムが対 
，したのは、これが初めてであろ 
ミ 

両チ I ムの平均身長に約 K セン 
チの差があった。前半全静岡は2 
• 4ディ フて ンスで相手の□ング 
とポストを警戒したのだが、スロ 
ホーフ直後西ドイツはが度より全 
静岡のデフ H ンスの頭上から強烈 
なシユ—卜を決めて先取点を挙げ 
た。全くスピ I ドのあるアツとい 
ぅ間もないよぅなシユ I 卜。全静 
岡も増田が右が度から強引に流し 
て1が1とした。その後西ドイツ 
は 正確な パ スヮー クと ポスト、 口 
ンダを巧みに使い着々加点した。 
全静岡は再一二の攻撃もコンビ不充 
かと、あせりの為かパス ミス やシ 
ユ I 卜をカットされる場面が多か 
つた。しかし、増田がセンタ I を 
きれいに割込んで決めたのは見事 
だった。 3 点目は鈴木がこぼれ球 
を右サイドから決めた。前半7が 
3 と西ドイツリ I ドで終了。 

後半は完全に西ドイツぺ I スで 
進められた。ポスト、フてイント 
ロンダと多彩な攻撃、{寸備にとつ 


ては、長身を利しての早いつぶし 
に全静岡は一方にかたまりすぎた 
しポストもつぶされ攻めのチャン 
スを欠いた。苦しまぎれのシュー 
卜が目立った。 

防鬻もノ I マ I クが再一二見られ 
た。後半は6対1であったが全静 
岡の1点は鈴木が祕了直前に決め 
た。 

いずれにせよスコアーの開きは 
あったが高校選おとしては善戦で 
あった。西ドィッはを地で試合し 
調子は上坂であったよぅだ。全静 
岡は選抜の為まとまった練習会も 
ホ々とれず、攻防のコンビがちぐ 
はぐに見えた。 

国際試合は勿論始めてであるが 
若いし、、む理的に固くなったのか 
タテの突込みやポストの序さぶり 
.があまり見られなかった。今少し 


変化のある速い動きやパスシュ I 
卜を見せて欲しかった。 

防禦もあの高さからのシュート 
には、手が出なかったようだし、 
足を 使うフ卫イン トにまどわされ 
た感じがずる。とにかく頭上を、 
パス， がとおり、そのまま、シュ^~ 
卜される場面が多く見られた。逆 

に西ドイツはその デイフて ンスの 
低さと動きの鈍 さをうまくつ いて 
いた。とにかく、 キープ カ.、パス、 
キャッチの正確さはもとより、攻 
防のヶジメは充分に今後の参考に 
し勉強ずると良い。経験も高校体 
力の面，でも劣りはあった。がとに 
かく 4点の得点は消極的ながら最 
钢の目標であったので善戦と言え 
る〇 ( お谷巧康•静岡協会理事、 
を静岡監督) 


モ戦清水舌巧が)が決驗のシユ—_ 

終 

女最 


残念を全日本のラフプレー 


女子最終戦は？^日午後6時 W 分 
から東京-駒沢屋内球技場で全日 
本選おが対戦。主審•岡村昭二 
(東京教大出〕、副審•佐野和夫(東 
京截大お〕、{女藤純光(法大出 ) U 
観衆男子最終戦に同じ 


記者の目 


全日本 


7西ドイツ 


西ドイツ女子の日本での成積は 
U 戦6勝目敗となった。 


「を日本に勝っため 
:…」と前夜か化を 
禁止したドィッ。全日本も"負け 
るものか*と激しい斗志を燃やし 
てぶっかった。 

を日本は、全日本總合優勝の田 
村が•漉辺美 ( GK 〕、 渡辺好、 
氷お、ル林、清水それに大崎電気 
の早川、鈴木を加えてスタ I 卜。 
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美が谷林水川木村水保 

渡渡水ル清早鈴種垂新 T 

K P M 
G 巧 7 

NJ 、 - ,-/ 

3 ヒツ 
ツ I ッ ン 
イ I ラ I I ビ M 力} 

ドヤーラタト タリ！，ル 

西ィユ I ルンンィーラー 
t ホミ.ケミネツロポケビ 

得 0001411000 7 

4 日間の合同練習ではどことな 
く パ スワー クが シック リ しない0 
ドィッが押し気味だ。 . 

しかし、全日本は 3 かケ I ラ I 
のシユ I 卜をみごとキヤッチした 
渡进美のパスを受けた氷ハ合が大学 
生と高校生ほども身長の違ぅ"大 
女"の間をすばやくずり拔ける 
と、ゴ I ル前に走った小がにパス、 
ジャン‘プシユートがきまって先取 
点をあげた。この速攻成功で形勢 
は一気に逆転した。6分□ィタ— 
に押し込まれたが、 U 、 じ分に錄木 
が連続シユートをきめてリード、 
さらに；3分口 I リングから種寸、 

W 分には小林の 7 M がきまって 5 
—1 と一方的。だがこれからがい 
けなかった。勝利を意識したのか、 
懸命に反撃ずるドイツにシュ I 卜 
させまいとして、 ホー ルディング 


やトリジピンダのラフ•プレ1 
，が 目立つ。 じ、 巧 分には二つの7 
M 。 これをピンチ•シュー タ I 、ネ 
ントビジヒにきめられて2 点差。 

後半全目本は好調なスタート。 
1か M 巧速攻から、3分には 7 M 
と、小林が二つのシュートをきめ 
て再び4点の水をあけた。だがラ 
フ•プレ J は一向にあらたまらな 
い。まるで梓技——とでもいいた 
げな荒っぽさ。そのため4、 U 分 
に再びピンチシュ！夕 I 、ネント 
ビッヒに7 M をきめられた、うま 
いフ H イントで GK を惑'わし確実 
に搏点したのはみごと。全日本は 
あせり気巧 、 W 分には同点に追い 
つかれた。これを機にスタンドの 
京援も一段と熱がこもった。ボー 
ルをキープしたを日本は懸命の巧 
一 'w 分右サイドから渡辺好ボきれ 
いな リター ンバス、これを清水が 
ポストプレ I からきめてリ^ —ド 
し、逃げきった。 

それにしてもを日本のラフ.プ 
レーは目をおおうわせた。"闘志 
と"粗条とをあ同していたのでは 
ないか？。トルヵ" ドイッ 監督は 
「身長差をヵバーするためには化 
方がないんだろう」と皮肉た 
っぷりにま笑していたが、自滅へ 
と突っ走る危険を多々に含んでい 
た〇フ H ア•プレ^ —に撒ず るよう 
ムがけてこそ真の"あの向上"が 
できるのだ。(大国な哉•話売巧 
聞理動部〕 


対全日本戦.技術 評 
荒川清美 

〔女子〕来日 S 5 来の巧戦成績は 
6勝4敗、強行 スヶジュ I ルにか 
かわらず満あとまではいかなくと 
もまあまあの成績である。残る最 
を戦はナショナルチーム、自然に 
斗おも湧こうというもの。この一 
戦だけは飾つて帰国のをにつき度 
いという気持の西独。果たして精 
もおもつき凄惨な一戦であつた。 

特に来日な巧多種多おのチーム 
に巧し日本の特徵はつぶさに知り 
尽くしたので、あらゆる戦法を巧 
い化の一戦にはかけるであろうと 
あも化の一戦に大なる®待をかけ 
たわけである。 

てつとうてつびセットプレーに 
做しリズムをはずしてポストから. 
のシュート。得点を確実に上げる。 
換言すればミスをかなくしボール 
保持時間をおくして巧手のを撃回 
数がかなくすれば化然的に勝利に 
結びつく ことは 明白な論法であろ 
50 

しかし、日本としては動きのか 
んまんなパスにいかに対処すべき 
かを知つていたのである。かん急 
自在なパ スヮ I クも つめにょつて 
阻止され、.ヵットからの速攻は日 
本唯一の戦法である。 

.それを計算に入れていなかった 
のではなかろうか、ともあれこの 
一戦は日本にとっては最も不利で 
みるはずの防禦が最も有利に展關 


した一戦で あるということができ 
る。しかし、ミルター執念の一巧 
は将来にも残る快投であった。 

〔男子〕西ドイッは、 W 勝2敗 
と满足すべき勝率ではあるが緒戦 
の全芝工大、金立大の大敗は肝に 
命じたものと見えその巧名をばん 
かいせんと意気けんこうたるもの 
があり、それにけがのため前二戦 
には欠場したグルンヮルドを配し 
たお勝のベストメンバーで対戦0 

がする日本も手の中を知った木 
野、平岡、近森、ぶ藤それにリ I 
ドマン•ベテラン巧野、福本を配 
し一举に勝放を決せんという積極 
的な布陣のが戦であった。 

戦前我々の予想は日本が滕つと 
すれば前半に決するであろう。後 
半に持ち趟ずようではと I 沫の不 
安をいだいていた。- 

日本は初戦から期待どうりの活 
躍、センターに平岡、両サイド木 
野、近森のコンビ、それに動きの 
近藤で広く厚くをめたて、思う存 
みのゆさぶりができ作戦通りの試 
合であった。 

ずってはつめを早目にして相手 
の動きを止め、クロ I スポストを 
ふう じカットをねらい キ ー パとの 
コンビも申しかのない防禦に成功 
したのである。一方 ドイツはメン 
ダッハ、 イバ] スそれに グル ンワ 
ルドの見事なるパスワ]クに頼り 
ずぎ、それがために混祀を来たし、 
無理してサイドからシュートをす 


ればまたまた日本の速をに結び付 
いてしまい手の施しようがない感 
をいだかし-めた。 

ドイッと してはドリブルからの 
パスを生かし時間をかけて日本の 
防禦を近づけ広がった際のポスト 
プレーを生かすべきではなかった 
と考えられる。 

それにしても各々のプレヤ I は 
有利な態勢になればすかさずシュ 
I 卜を するとか、 フてント パス後 
のメン ダ. ッハの ロングシユ I 卜、 
イバ I スの自在の チヤン スメ] 力 
—としての動きそれに グルンヮル 
ドの見事なパスはさすがにとうな 
らせるものである。日本の学ばわ 
ばならないことであろう0 

日本の反則の多いことと相手に 
きよう意を感じさせる動作があっ 
たことは今後国際試合における一 
つの課題として残されたものであ 
る。日本の憾合力が向上したこと 
は、ドイッチームも認めたことで 
患るが、世巧のトップレベルまで 
には、種々問題が山積されて居 
る。それを協会も選手もそれぞれ 
の立摇で一つ一つ解決していかね 
ばならないことを痛感した。 

ドイッの選手団一行が誠に無理 
.なそして強行スヶジュ]ルをこれ 
という事故もなく、遂行して頂い 
たことに感謝ずると共に、本当に 
袖苦が様でしたと厚く郁化を申し 
上げ一巧の健斗を讚える次第でお 
る。(目本協会理事長〕 


一 11一 





21 第 
選東3 
曰 

抜本戦 


西男 
!ぉ3子 


前半開始後 
全くを立大 

のぺース、 

見るべきものと一五えば、木野、安 
達、北村、野田などの速攻、セジ 
ト ホフて ンスをがりまぜた多彩な 
攻撃のみ。暑さ、疲れもあつたろ 
ぅが、 全く 期待はずれの試合であ 

つた。わずかに、イバー ス 、ヒル 
マーの ポストプレ I が 注目される 
だけであり、西ドイツの技術•戦 
術を学•ほぅとするものには、期待 
はずれの一語につきる試合だつた 
(藤本強•日本協会常務理事). 

前半、東日 
本選抜は速 
攻をま体に 

ル気味のよい試合運びを見せてリ 
!ドしたが後半は、 じりじりと 追 
いをける遅あの西ドイツ•ぺース 
には まり 逆転負けした。. 

立上がり東日本は平岡のタイミ 
ンダのよいジャンプシユ I 卜で好 
調なスタートをきり、平岡、北井 
等のシユートがコ I ナー1がによ 
く決まつた。これは、西ドイツの 
防 IT が殆んどゴール前に一線に近 
いため、スピ I ドに乗つてカット 
インする平岡等のジャンプシユ I 
卜が身長差とあまり影響なく巧て 
たからである。一方、西ドイツ 
は、得意のポストプレーをみせる 
が、成功率は少なく、ポイントゲ 


ジター、メン ダッハの個人技で辛 
くも得点を加えるだけであった。 

後半に入って、西ドイッの腿た 
ねばならないというファイトはず 
さま じかった。前半において東日 
本の試合運びもわか々、速攻に巧 
ずるずばやい帰陣、特に、ゴール 
キーパーからの速攻に移るパスア 
ゥトは殆んどつぶした。また、前 
半の一線防禦を 2—4 とし、全体 
にやや前進した形となり、東日本 
の速攻の nl ス、特に、平岡のジ 
ャンプシユー トにそなえた。 この 
作戦が劾を奏し、また攻めては、 

が度のポストプレ）と、イバース 
.の好シユートで W か後にはたちま 
ち同点に追いついた。 

平岡のシユートチャンスをつぶ 
された東日本は、禮塚、化井にボ 
I ルを集めょく反撃したが、選お 
軍のため、どうしてもコンビネ I 
ションがとれない。後半の山場は 
W み後、強烈なメンダッハの連続 
3 点のロングシユ I 卜.である。こ 
れが滕敗のかれ目であった。東日 
本は西ドイツのポストプレーを警 
戒するあまり、メンダッハのマ I 
夕をおろそかにし過ぎた。それに 
しても同じょうなコ I スを連続 3 
点とは痛かった。 

リードしてからの西ドイツは、 
メンダッハを一時ベンチに休ま 
せ、 スト I リンダ気味の遅攻戦法 


をとった。東日本も ようやく 北 
井、平岡が決めて一時同点に息い 
ついたが、手痛い 7 M スローと、 
再び メン ダッハの強肩にリードを 
奪われ、最後の反撃も遂におよば 
なかった。東日本としては、マー 
クされた平岡をもう少し使いたか 
った。必勝を期ず西ドイツの中盤 
における烈しいつぶしと聞志のむ 
きだしが印象的であった。(箱崎 
敬吉•日本協会審判委員〕 

’ 『曰本の攻防 
にようやくな 
れた』という 
西独は、東北での連勝のあと、前 
日本チャンピホンチームの大崎電 
気にも勝ち、気をよくしていた。 

立ちあがりから、連戦の体力を 
考えてか、スロ I •テンポのを擊 
3 かヒルマ I が左が度から シュ ー 
卜して先制、中大もその間逆襲に 
出るが、喜田のシュ I 卜を長身の 
ドイツ•デイ フて ンスに阻止され 
決まらず、相変らずのスロ I テン 
ポで、高い位置からゆっくりボ] 
ルを廻すドイツ。日かずぎヒルマ 
. —が正面ポストに うまく 入り、き 
めて2点目をあげる、中大もなん 
とか得点をねらって攻めるが、速 
攻につながらず、ゴール前の防御 
陣の前からシュートを放つがきま 
らない。 U みすぎ、速いボ I ル廻 
しから喜田がクオローして正面か 


ら見 ごとなアン ダーシユートでよ 
ぅやく1 点をかえした 。.ドイッは 
相変らず作戦をかえず、ポストを 
使った、ゆっくりした動きで 、 U 
かすぎ、長身ダッシュルボ右が度 
からロンダシュートをきめる。そ 
のあと W 々ドイツの ボ）ルを中大 
よくカットし、速攻から2番城が 
きめ W 分には S 番喜田がせっかく 
同点のチャンスに 7 M を落とし、 
逆に W 分ボールまわしからパール 
に正面からロングをきめられた。 
中大もずぐ反擊に出て 5 番森山が 
正面から見ごとなジャンプ/ソュー 
卜をきめ、めまぐるしい動きにな 
った、しかし、そのあとまたお互 
にシユートきまらず、やや西ドイ 
ツのぺースで攻防がスローテンポ 
になった。泌かポストプレーを防 
御した中大が 7 M スロ I をとら 
れ、ゴルダが慎重にきめ、前半終 
了1分前 ドイツ の^まいセットか 
ら真中 ノ I マ ーク を、才—ネンに 
きめられ、中大ずぐ逆襲、佐野が 
真中カットインときめて追い、6 
— 4 ドイッリー ドで終了。後半に 
入り、 ドイツは 相 変らぬ 動きの 
遅いしかも大きく遠い位置とポス 
卜を使ったボ I ル廻しから 1 か半 
長身の メン ダッハがスタンデイン 
ダ得意の右が度からスピードのあ 
るロンダシュ^ —卜をきめ、中大の 
もたついている間にホ I ネンが右 


サイドから とび 込み、続いてすぐ 
中大のボールカットをして珍しく 
速攻また、ホーネンが真中から 
，豪め、ポストプレ I でバーテルが 
つかまったが、防御をふり切： 
て、 バック •シュートをきめ、調 
子づいたドイッは速攻から7 M を 
とりゴル グ がきめて大量 リード、 
中大も反撃に移り、森山がをが度 
からジャンプ、続いて中大堀切が 
速攻からのボ I ルを右が度低い位 
置から ロングと、 ポストで7 M を 
もらってょく 決めな擊、ドイッも 
速攻からヒルマー、 グッ シュルが 
きめ W 分間で大量7点をあげてリ 
] KO 

終了近くに、中大はルさく速い 
動きで、日番森山がょく中央附近 
でカットインし反げきしたが及ば 
なかった。終了 3分前ドイットル 
力、ホ I バステップの反則をとら 
れ、ポ I ルを投げつけて斤った、 
'その態度が悪いと5分間退場を嗜 
ったヶースがあった。ル1ルの違 
いはさておいて、審判の選手にが 
ずる態度、反スポ]ツマンシップ 
的な斤為に対ずる態度では見習ぅ 
べきものが極/しられる、主審のコ 
ルデス氏から何かを学びとろぅと 
期待していたボ、ゲーム自身に今 
一つ迫力がなく、身長に勝るドイ 
ツが常に主寧権を握って、ノンビ 
リム I ドのゲーム運びになっため 


寅子第6戦 
西独 W —巧中大 


黄子第2戰 
を立大^ IU 西独 


前半戦技術評 (前号未霞分) 
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日本八>ドボ-ル協会公認球 ィ も/ 



み 


サー ビス部 

斩宿区巧宿 2 T 目を係前 
し T 巨し （341)2979 ’1016 


望月運動用旦 KK 

来京;寺臣墨田区が川攝斗了目反 
了巳しホ戸斤 （622) 0746 


か、主審にも迫力が見られず、巧， 


何もかさいを唱い文句にしなくて 
も対等に争える印象を強く受けた 
西ドイッチ I ム でめだった のは ' 


が悪くなり連継プレ I のタイミン く G 及高野のファインプレーもあ 
ダが合わなく個人プレーが多くなり、加えて W 分には飯田の 7 MT 
り大崎にリードを呼るしたが2番などで日对2とリ I ドを奪いこれ 


念だつた。全般を通して、ドィッ 
の試合運びは遅く、中大は何とか 
速攻に.といつた磕じはみられた 
が、ドィッの長身選手のずる上、 
横をおききれず、最後には真中に 
集中しすぎていた。 もつと 速い横 
の動きと、シュートに結びつく縦 
の動きを組合せてチャン-スをねら 
ぅべきだつた。連戦のためかドィ 
ツは G 反•デュエル、イバ I スな 
ど好プレイヤ J を温存する余裕を 
みせていた。(佐野和ま-因本協 
会技術委員、審判委員) 


走りに走った。前半西ドイッは相 
変らずのスロ I ベース。速ををか 
けるかと思っても、 誰も走って お 
らす、ミユ I ぅ 一もしくよ、、、.； i 夕 
—にボ I ルは出され、’.'、、ュー ラ— 
を中ムにしたセットホフエンスに 
なって しまぅ。 

逆に S 蒙は速攻。セットホフエ 
ンスをひいてからも果敢に走り、 

落合、蓮見らが、積極的に打って 

出た。西ドイツディ フ H ンスの頭 
上から、ロンダシュ I 卜を 決める 
など、小気味良い試合ぶりであつ 
た。大きく立ちふさがる デイフユ 
ンスの上から、堂々とロングシュ 
1卜が決めらわているのだから、 


ミユ ー ラ I のが配球、 □イタ I の 
サイドシユート、ミルタ—のみせ 
たバックハンドシユートであつ 
た。特に最後のものは見事であっ 
た。コンビにはさしたるものがみ 
られなかったのは残念でおった。 
，(藤本強•日本協会常務理事) 

西ドイッ 
は、 よう 

やく日本 

の風±になれたためか、前3戦と 
比べ、帰陣ボ非常に早くなり、大 


ド、試合は完全に西ドイツのぺ I 
スで斤なわれたが、ミユーラ I 、 

ロイターの主力選手を休ませた化 
を大崎も速攻から鈴木が得点して 
から ガ ラリと® きが 良くなり前半 
巧りの5分間で4点を述攻の連続 
であげ、西ドイツを追い込み 6 — 
6の同点とずる。 

後半早川を中也にベテラン宇井 
黒川、巧原らが良くリードし速攻 
で巧しまくったため、後半のかに 
は2点をリ J ドし前半と逆に完金 
に大崎のベ I スで巧なわれた。西 
ドイツは中頃から疲労が見え動き 


ミユ ーラ I が 1 人で頑張り最後の 
最後までねばり綾半 3 点を取り大 
崎を苦しめたが、 5 本の 7 MT を 
2本しか決める事が出来ずこれに 
対し大崎は 3 本中 3 本を決め 7 M 
- T の出来、不出来で勝敗が決つ 
た。(近藤金博•日本協会技術委 
員、東京重撒監督) 

長身で；ホ‘ 
1ルさば 
きの速い 

西ドイツに対し、小柄な東京重機 


姑され、まず凹分山本(辛〕が左 
が度.からフェントで強引に割り込 
みシュ I 卜を決め 1 点先取。重機 
の動きは非常に良い。なおも点差 
を關こぅとずる重機は意欲的な攻 
撃を一仔ない、山本(夕〕が覃二'、、 
ドルシュ I 卜をずるが惜しくも化 
れ る。 しかし日分に山本 (夕〕 が 
飛び込み、シュ I 卜を決め 2 対〇 
とする。 このあと 西独 も、、、 ュ ー ラ 
1 からのポストプレ I で 1 点を返 
ず。西独は ミューラ I 、ロ ィタ I 
の動'きが目立つ。シュ * —卜とぶせ 
かけポストにパ.スしたり、自分で 
強引に割り込んだりして大活蹈。 
L かし重機のディフ H ンスも堅 


はいけると思われたが、 この 後重 
機に2分間退場があり惜しい チャ 
ンスを逃してしまった。西独は こ 
の チャンスをミュ I ラ ー の好リ I 
ドでポスト、サイドと多彩な巧 
撃を展聞してじりじりと点差を縮 
め、 U 分にはミュ I ラ]が独走し 
日 対 5のタイと した。西独は この 
'後ディ フ H ンスを 堅め重機の突進 
をよ く 防ぎ、 K 分には ロイタ！ が 
7 M T を決め逆に 7 が 6 とリード 
し前半を終了した。 

後半に.入るや西独はミューラ 
I 、ロ イタ I などが連続して得点 
し3かには点差は W 対6と關い 
た。しかしなおも食い下がる直機 
は山本(夕〕、島田のミドルシュ 
!卜で反撃し、 W 分にはのが9と 
1 点差に迫りもぅ I 息といぅとこ 
ろまでいったが、その後 W 分間は 
得点できず西独に押し巧られ U 対 
9で惜敗した 。 . 

東京重機は前、後半にわたり再 
S 速攻で西独陣巧をかきまわしあ 
と1歩のところまでいったが、パ 
スキャッチのミスでせっかくの チ 
ャンスをつぶしてしまった。この 
ミスをなくすることが重機の今後 
の課题でおろう。しかし平均 W 才 
と若く、はっらっとしたプレ1は 
これからの成長を 期待させる。 
(迪田鉄哉•一二菱鉛筆監督〕 


女子第2 戦 
S 萎鉛筆 U —9 西独 


一二萎が走 
り勝った 
とえよ 

う。第一戦を見て、西ドイツの速 
をのなさを巧ったためか、 III 麦は 


崎の早い出せをとめ、長身を活か 
し、まをに片手でボ—ルを持って 
ロンク パスを 多用。、、 、ュー ラ— を 
袖に横の大きな動きから大崎をゆ 
さぶりロンクシュートとポストプ 
レーで 前半中頃には4 —1とリー 


がどのような戦ををとるか大変巧 
巧ボもたれたが、やはり想像して 
いた通り巧巧で勝負に出た。 

まな重機のスローオフで試合は甜 


ホ子第4戦 
大崎電気 UIU 西独 


ホ 子第5戦 
西独巧—9ま巧重機 
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口 |丄ル I 


ほのぼのとした人間味……西ドイツ選手団 

通訳をつとめた松本•鈴木両媛の印象 


西ドイツー行は、今回の来 
日で U 都市を訪れたが、各地 
で親善の実も大いにあげた。 

選手0と行動をともにして 
彼らの"素顔"に接した日本 
協会委嘱通訳の松本操、鈴木 
日出モ両媛にその印象を記し 
てもらった。 


西ドィツのハンドボ I ル チー ム. 
を9月7日夜出迎えてから、 S 日 
出発する日までの東京滞在期間を 
共に過したわけでずが、通訳とい 
う化事を通して感じた事を書いて 
みたいと思います。 

初対面の握手でその人の感じと 
いうのが印象，つけられるとちいま 
ずが、その初対面で、なにかほの 
ぼのとした人間味というものを彼 
等の中に感じ、それが今でも強く 
残っているのでず。 

選手の平均年令が高かった事に 
関して質問が有ったとき「我々は 
ハンドボ I ルが本当に好きでやっ 
ている、又出来るだけ長く続けて 
いきたい〇それでこそ本当の技術 
というものが得られるのだから-一- 
と云って いた事や、 彼等が】 つ 一 
つの試合を(たとえどの様な相手 


でも〕.大切にしていた事など考え 
ると、ドィツ人の完全なるアマチ 
ュア精神といぅものを見せられた 
感じでした。 

来日当初、気候にも慣れず、睡 
眠不足で体力的に参っていた様で 
ず。審判の問題も有った様でず。 
そんな話が出ると「我々は日独親 
善の為に来たのだから、いろいろ 
の問題が有ったとしても、我々が 
最善をつくして試合にのぞみ、日 
本ハンドボ I ル協会の招待に答え 
ることが 一番大切なことなのだか 
ら」 •といぅ 言葉がどの選手からも 
聞かれました。 

来日早々に傷をしたグリューン 
バルトが四はりもぬったおで試合 
に出るといって困らせた事や帰国 
を前にしてパスポートとお金をな 
くしてしょ げかえっているヶツセ 
マィャーをつれて警察や大使館を 
かけずりまわった事などいろいろ 
と有りましたけれど、 ともかく 皆 
んなそろって元気に、日本でのょ 
い"印象"と野球帽やバットをお 
みやげに無事に帰国出来た事が一 
番私にとってうれしい事でした。 

それと同時にやはり日本ハンド 
ボール協会の皆様が東京はもちろ 
ん各都市に於て、むから暖かいお世 


話をして下さ「た事が彼等にとっ 
て，忘れられない"印象だったと 
思います。 

帰国後の便りによれば、「もぅ 
ハンブルダは枯葉も落ちてきびし 
い冬を目前に控えています、ただ 
夢の穗に過ぎた日本旅行をなつか 
しく想いおしている」とか。—スポ 
I ッを通じての人間関係がどんな 
に大切か学んだなをです。 

r 鈴': ir 木ぉ日ち出 ir 子！； 


西ドィツのハンドボ I ルナーム 

と過した日々は、大変な事もあり 
ましたが、楽しい思い出だけが、 
々のをに巧されています。 

あは、々迄、ドィツ人との直接 
のおせ合がほとんどありませんで 
したので、拍名という大势のナー 
ムにがして、果して.うまくやれる 
か、どうかという不安感がありま 
した。しかし、皆さんをい方達ば 
かりで、不まは消えました。 

彼等ボ、一をハンドボールから 
'離れました時は、「この方達が、 
あの激しいハンドボ I ルをしてい 
るのか」と思われる程で、もしを 
く書けば"のんびりしている"悪 
く書けば"ぬけている"と表現し 


たい方達でした。 

試合中の事でしたが、あボ感激 
しました事の一つに、仙ムロ会場で 
でのことボあります。女子は試を 
がなく、応援団でした。彼み等は 
-彼み等独特のリズムによる巧を 
を、どちらのチ I ムボシュートを 
かめた場合にも斤ないました。す 
ると始め観をの一'部の学生さん方 
が合せていました。最をには全観 
をボーつのリズムによって、拍手 
をしていました。彼女等は大変に 
喜び、何とも書き表せないジーン 
とする日独親善試合にふさわしい 
風景でした。 

あるレセプション会場でのき0 
おがの時に、いつもは陽気ですの 
に、この日ばかりはす*おでした 
ので、あは「やはり旅行の巧れが 
出てホているのかしら」と思って 
いました。ところが彼等はお腹ボ 
すいていたのです。ビールとおが 
a を目の前にして、手を出せなか 
ったのですから、うらめしかった 
のでしよう。 

国民せでしようボ、彼等はい 
つ、どこでも歌を歌っていまし 
た。ハン.ブルグの民謡から始っ 
て、ある時は審巧員のコルデスさ 
んをからかう替歌を、そして「辛 
なら手を叩こう」とそのレパ I 卜 
リは広く変化がありました。日本 
ハンドボール協会を通して彼等の 
ナームのお手伝いが出ホました事 
を感謝してペンをおきます。 












対談中のトルカ氏と日本側役員 


複審制の採用も実現か 

--トルカ氏、本部巧;員とこん談- 


成年女す、25みハーフに （ お季かか 



プラスチックのなをメーカー 


-力-爆礫# 

メツキは金属だけでは…… 
. ありません/ 





ン内に居ても、出よぅとする意志 
が示された場合と、かのプレ I に 

関与し.ないかぎり反則を とらな 

、〇 
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こん談会後荒川理事長は『ル I 
ル問題に関しては IHF と連絡を 
とったあとで、国巧規則を改正し 
たい。しかし、女子の巧分採用は 
ョーロッパの大岸の国が、この W 
月のィンドアシーズンから実施に 
踏み切ると伝えられているので、. 
日本の関係者も、来シ I ズン初頭， 
に切り替えられるよぅ準禪を進め 
て欲しい』と語った。 

なお、複審制については、審判 
部で検討ボ加えられるが、早けれ 
ば U 月東京で開かれる第4回東京 
選手権をテストヶ I スにしよぅと 
いう極想ボあり、日本協会、審判 
部、東京協会(同大会主催者〕の 
一二者で今後巧ち合わせが一なわれる 
予定。 


日本協会では、最近のョ I ロッ 
パハンドボール界の動向と、 I 打 
F (国隙ハンドボール連盟)のル 
1ル改，訂機運を知るため、西ドィ 
ッ選拔チーム監晉ヘルム•トルヵ 
氏(西ドィツホ子ナョナルチ I ム 
コ]チ、ハンブルグ•クラブ指導 
者〕を招き、 9 月如日午前 W 時か 
ら東京•体協 4 〇 1 会議室で馬場 
副会長、荒川理事長、中お技術部 
長、安藤審判部長など主として技 
術み野の蘭係者がこん談を巧っ 
た。 

席上、トルヵ氏は 『 T-H 972年 
のミュンヘン•ホリンピック大会 
をめざして、 ョー ロッパ各国はか 
なり積極的な活動を示しはじめて 
いる』と語り、’『ホモの参加は、 
今後さらに検討が加えられるだろ 
う』と話した0 

また IHF のルール改，訂撒運に 
関しては『変動はそうないと思 
う』と前おきして、次の諸点を明 
ら かにした0 

一、 1968 年度からずべての国 
の女子公式試合時間はおかハ I フ 
となろう(注•現巧如々、 今夏 I 
打 F から送られたルールでもその 
ようになっている) 

一、ョ I ロッパの一部の国で試巧 
されている"複審制"が成文化さ 
れるのは時間の問題だ。(これに 
よってゴール ジャッジ制靡止) 

I、フリー •スロ ー の際、スロア 
* ~贤かの遵手ボフリースロ^ —ラィ 






男子第 9 戦巧ををス 


女子最終戦対を日本 


男子第2戟巧全立大 


戦 （1967.9.9 〜9.27) 
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男子第3截巧東日本選抜 
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’単相用 


大崎霉氣て業靜が會社 

本社•五反田工場東京:都品川区龙:五反田 2-.2- 7電話ず:京 （443)717- 1代表 
蒲旧工場巧京都大田区夕風 II 2—.8 — 1 竜話來京け 32) 6511朽;表 
埼玉工場巧玉思-入間郁吉巧が■大字お久保電話'0492 — 61— 1205 


课頁度を持つ 


電力量計 


OB — 7形広範囲単相積算電力計 


660 0 V 用重予型 PCT PDN 形 


一一■主要製品 ■ — 

電力量計-電流制限器 
計器用変お器-電圧調整器 
配電盤•分電盤-制御盤 


3相用 OW — 7形 


'精を用 OP — 3胶 






特•別•座•談•会 

日独戦を 
みで 

、五輪強化へどラつなげるか〜 


I I 出席者 轟称略〕- 

削本事協弘荒川清美 
fl を®ホが重夫 
銅件|務®安藤粧光 
^日本巧 5 ^化村尚英 
論日卖が宇津野年一 

日本協会技 f C 、 
術委員.立摄繁夫 
大監督 ’ 

司会.本誌編集部 


——セ人制一本化後はじめてョーロジパ 
から招いた代表ナ—ム。それも球界待望 
の外国女子の巧来日とあって内かからを 
くの期待がかけられるうちに巧われた今 
回のシリーズですが、今日は多くの角を 
からシリーズをふり返ってみたいと思い 
ます。まず、荒川さん。日本の男子3勝 
W 敗、女子5勝6敗という成績をどう感 
じられますか0 

荒川をは最初、巧子4勝、女子4勝とみ 
ていたのです。 

男子は全芝工大、全立大、大崎電気そ 
れに全日本。女子は全日本総合の上四つ 
と全日本というわけです。 

それボ男子は一つ負けすぎ。女子は勝 
算ありとしていた大洋デパ ー トが負け、 
不利かなと見ていた一ーー菱鉛筆、を知がボ 
勝った。さし引き I つ余分に勝てたとい 
うことでず。 

-女子の場合はそうすると婚しい誤算 

でずわ。 


荒 W まさか大洋が負けるとは想いません 
でしたが、各チーム ともよく やってくれ 
て*レベル向上。という風評を裏せけて 
くれたのはよかったと思いまず0 
中巧日本の女子のレベルはョーロッパで 
も相当高いので、これによって一そう注 
目されることになると思いますよ。 

——それでは男子の西ドィッチ I ムの巧 
象をまずうかがうことにしましよう。 

勝さんは今春の世界選手権に行かれて 
いるのでずが、世巧のトップレベルから 
みて、今回の来日チ I ムはどの程度のレ 
ベルでしよう。 - 
勝「まんなか」ぐらいとでもいいましよ 
うか……。 

というのは、今回のメソバ I の主体は 
クラプの連中で、それにナショナルチー 
ムの選手が加っていたわけで、この逆の 
編成ならやはり、日本チ ー ムは全日本が 
どうにか1勝をあげ得た程度で、"善戦 
"がせいいっぱいではなかったろうかと 


思いまず。 

西ドィッナショナルは現在世界第6 
位。その時のメンバ I よりちよつと落ち 
るということで「まんなか」という評価 
をしてみたのでずがわ。 

中お私はこれまでョーロッパに2回巧か 
していただいているので、その時の体験 
から、ナショナルチームならともかくク 
ラブ主体のチ I ムなら勝てないことはな 
いと思つていましたし、技術部としても 
3〜4勝はという強気な目標をたててい 
ました0 — 

化が僕は卒直にいつて期待はずれでした 

実際にチ）ムを見てみて「なあんだ」 
という気になりましたね0 
——具体的にどんなところに失望したの 
ですか。 

化村プレ I に厳しさがないということで 
すわ。 

饌のョ I □ッパ遠征の時の印象ではル 
1マニア、チェコといつたチ ー ムの運手 
はずべてのプレーが執念にみちていて迫 
力がある。 

荒川これはやはり西ドィッが、本格的な 
室内シ I ズンに入つていなかつたことや 
気候的にまいるという条件の悪さも彭つ 
たと思う。むこうはいま K 度ぐらいだそ 
うで、はじめのうちは暑さにすつかりい 
かれていた……。 

安藤たしかにそれはちえるでしようわ。 
全般にスピードの乗つたプレ！が少かつ 
た。 

あの大きな身体にスピ I ドがプラスさ 
れれば、さぞかし豪快な試合ぶりが見ら 
れたろうにと思うと、やはりべスト•'コ 


ンディシ3ンで来日して欲しかった気が 
しまず0 

第5戦 (9 月巧日•が大崎電気〕あた 
'りかなりスピ ー ドが出て来て、これから 
は本領発揮かなと思ったのですが、最後 
までつづかなかった。 

宇津戰私は実際に本福を見ていないので 
話を聞いた範囲で、共産圏諸国よりきれ 
いなハンドボール—いわ嗔る華れいなパ 
スヮークを紹かしてくれると期待してい 
■たのですが、牛はり皆さん吉われたよう 
にスピ I ドがなかった。ただ攻防両面で 
のチームとしての巾とか厚みといったも 
のは、さすが名門らしく見るべきものが 
あったと思います。 

-期待はずれというより持てる力をを 

かに発揮できなかったというような感じ 
がたしかに強いのですが、ここらあたり 
に外国チームを招く時期とかメンバー構 
成の難しさがあるようでずね。 

荒川そうでずわ。特に西ドィッの場合、 
いまだに起そこは7人制と U 人制の二本 
建てで、ずはまだ U 人制のシーズンでし 
ようり 

日本に来るというので、特別に8月末 
から7人制の練習をしたというのでず 
が、それもアゥトドアでちよつとやった 
だけらしいのですわ。 

前に来たフランスのステラクラブなど 
は、フランスは7人制だけだから、何時 
招いても問題はない……。 

今回でよく判ったのでずが、二本建て 
の国がら招くのなら4月末か5月。つま 
り室内のレギユラー•シーズンがすんで 
からということ拟外ないよ^^^でず〇 
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—— メンバーの構成についてはどうです 
か。 

荒川トルヵ監督に聞くと、男子のナシヨ 
ナルチームは今春世界選手権ををった段 
階で一応各所属クラブに帰してしまい、 
々回の来日にあたっては、(ンブルグ協 
会が、ナショナルナームのプレィヤーに 
呼びかけて参加を募ったようです。 

で.すから西ド小ッ協会はチームを*ナ 
ショナル"と語をするだけで遠征費用は 
あくまで自己負担。そのために今春の世 
巧還手権の巧形も巧退せざるを得なかっ 
たというところらしいですがね。 

——たしかに、来日メンバーのリストが 
日本協会にとどけられたのは8月も W 日 
をすぎた頃でしたからね。ではなに女子 
.チームの®象をうかがいましよう。 

宇津野なにしろ外国の女子チ—ムが来る 
のは巧めてのことですし、あ自身本場の 
プレ I を見ていませんので、予測する資 
巧が巧もありませんでした。ただ、を原 
君(大崎電気監督〕などに聞いて、おお 
よその見当をつけて、まあある程度はき 
戦出来るという希望を持っていたわけで 
す。 

しかし、体格の違いからくるボールテ 
クニック にとまどうのではないかと思っ 
たのですボ、男子同ようスピー.ドがなか 
ったので予おな上に日本側が戦えたと思 
っていまず。 

ま藤男子が大きい大きい大きいといろレ 
ろなところで云われますが、ホ子こそ大 
きいという印象が強かった'ですわ。 

身体が大きいから当然動きが鈍乂なる 
と晋ったのですが、その通りで、小さい 


日本の女手の方がこまめに走って勝機を 
つかんでいたのは、日本の女子界の将来 
というものが、大きく關かれているとい 
つてよいと思うのでず。 ， 
化が予想お上にいいチームだったですね 

ョ I ロッ パの女子というのはナショナ 
ルチ I ムはともかく、地方のクラブチー 
ムは、臟負を髓りことよりも仕事の片て 
まに レクリ エーション的に やろうという 
意識の方が強いわけでず。 

でも寄合世帯のためか、チ I ムプレー 
で蹲点しようとする精神に欠けて、やた 
らとバックシ ユートを巧.つたり確率の乏 
しい徊人技に走っていたのがどうかと思 
いました。 

猜 W 化村君のいうようにョ ー D ッパの女 
子スポ " T ッというのは社会性が強いとい 
うのかな、自らの健廣のためにスポ I ッ 
をずる傾向が強いので、スポーッをやる 
ために入る日本の実業団とはおのずと差 
が-虹てくる。 

その割にはトッププレィヤ I が加って 
いたせいか見るべきものの多いチームで 
した。ただ日本チームの方が轉点力を持 
っていたことが日勝と いう 星につながっ 
■たので しよう。 

宇津野むこうの助監督さんが、日本の勝 
因は スタミナ だといってました。そし 
て、日本チームの練習量の豊富さがうら 
やましい とも . 。 

しかし、さずがに日本の選手をらくら 
くとかかえこむようなテイフェンスや、 
.な擊面でのブロックプレ]など学ぶべき 
点が多かったですね。欲を云えば、スピ 
] ドのうえにあの多彩さがプラスしてい 


てほしかつたと思います。 

安藤それにしても日本の選手は若いね。 
西ドイッでは强ホのへーゥイボ I をはじ 
め巧才试上が7人もいたものね。荒りさ 
んのいわれたを会機構の違いでしよ5 
ね。これは。 

化がホイヤ I もオリンピック をめざすよ 
り、 これからは一日で も 長くハンドボ] 
ルをつづけることのほうが目的だといつ 
ているほどでずからね。 

——日本の女子スポ]ッもそうした傾向 
がもう少し強まつてもいいですね。 OG 
クラブの活動などみても、いわげる若手 
だけで、古い人はだんだん姿を見せなく 
なる。 

滕いいトシして何時までも……といつた 
気持ちが、自分にもあるし、ハタの目も 
強いうちはダメでしよう0 
——来日チームの印象に残つた選手とプ 
レ ー ポ あつたら聞かせて下さい。 

中沢男子ではメン 'ダッハのロンダ•シユ 

I 卜、イバースの動き-特に配球とつ 

なぎのう まさ 。グルンヮルドの フ ホロー 
•プレ t が目立ちました。 

宇津野グルンヮルドみたいな選手は世巧 
のトップーチ I ムを目 ざすには絶対欲し 
い選手ですわ。 

荒川彼は来日早々宿舎で足をねうほど切 
つてしまい前半戦おられなかつたのだが 
彼が初めの二試合に化れば、•もう少しそ 
の展關が変つて来てたかも知れない。 

中沢要といわれたデュエル ( G 反)は、 
今春の世界選手権でわれわれは顔を合わ 
せているのですが、その時よりももろか 
つた。 


化がデイフ H ンス•メンの悪さもあるで 
しよう。称に連けいの……。 

中おそれはあるだろうわ。 

化巧第1戦のハ I フタイムで、彼はヵン 
ヵンになつてみんなにおつてるのです。 
守りかたが下手だといつてね。 

■でも、そうした点を差し引いても、も 
ろい印象はぬぐえなかつたですよ、饌 
よ0 

搂控えのキーパーのケツセマイヤーとい 
うのは日本のシュ I 卜に手もおもおなろ 
つたね。 

——他に目立つた選手はいませんか。 

化村 もつとも 日本的なつつこみを見せて 
いたと思うのはヒルマーですね。ジャン 
プシュ I 卜も いい。 

中沢バ I ルのポストとのつなぎもうまか 
つたナ。 

驗私はイバ I スというのががいちばんよ 
かつたように思う〇何より足がいい。 
化が速なの時もイバースしか出しません 
ruo 
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安藤さつき話におたダルンヮルドみたい 
なタイプは日本で見られない。特異なプ 
レー ヤ ー だね。 

中ぶ彼はナショナルプレーヤーでしよ 
う。"誇り"みたいなものを他の選手に 
がして持つていましたわ。 

腺なにしろ外国ではスポーツに巧ちこむ 
からはナショナル チー ムの選手になるこ 
とが第一の目的なのだから、そうでない 
連中は一目おくことになる。 

ま藤デュ H ルが第1戦で怒つ’たというの 
もそれと同じなのでしょうね。 

荒川どの試合か忘れたが、ダルンヮルド 
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が GK のを巧をがじたことボあるね。 
——では女子の呈手におっていただきま 
しょうか。 

宇津野 G 区のホィヤーとミュ I ラー。 

中おこれはうまい。 

宇津載スタミナ不足のせいかよく交代は 
していましたがミルタ IO それにシュー 
卜の強いネントビッヒ。ポストではを髪 
のッン。それに ロィタ I 。こんなところ 
ではないでしようか。 

安藤ッンを除いてはみんなナショナルプ 
レ I ヤ！ でしよう。中でも ミュ ^ — ラ • 一 は 
いちばんだ。 

宇津野年若のくせに他の選手をアゴで使 

っている。 

化が初練習の時もいばってましたわ。 

宇津野ミューラ I とミルタ—が戦列に入 
つた時は強い。 

そのミルタ J も宮原おに間くとこの前 
の世界選手権では補欠だそうで、ミュ I 
ラ I にいたってボ I ル運びや道具持ちだ 
というのでずからその層の厚さが判りま 
すわ。もっとも当時より遭歩してはいる 
のでし よう けれど。ミュ^ —ラー のように 
ボールを持ったと同時に、それを送るベ 
きコースを3本も4本も同時に判断でき 
る選手は日本にちよっといませんよ。 

化村たしかにミュ I ラ]はうまいけど、 
シュ i 卜力が物足らないですわ。 

地味だけどビールカンッというのがよ 
い動きをしてたのではないでずか。 

出て来るとぶすノーマ]クチヤンスを 
つかんでいた……。 

荒川ホイヤーとミュラーがずば抜けてい 
たと思うな。この二人がいただけ男子よ 


なも強力な軸を持っていたといてょ 
い。それにミルタ I だわ。 

宇津野最終戦に見せたミルタ I のシュ I 
卜はすばらしかった。 

デイフユンスのわきの下か^手を出し. 
てわ。ボ I ルを後へ引いて出るタイミン 
■ダが日本の選手とまるで違う。喊前、機 
関誌に、彼女がタイムアップ寸前にデイ 
フェンスの壁をかわして、概たおしにな 
りながらシュ I 卜を決めた写真が紹介さ 
れていましたが、々回もそれに近いプレ 
1 を九州かどこかで見せたそうで寸わ。 
——それでは巧子を通じて西ドイツから 
学ぶべきプレ I をあげていただきましょ 
50 

宇津野日本人だとポストプレ I はポスト 
プレーにずぎないのでずか。彼らのポス 
卜はブロックを併せて多彩でずし、ポス 
卜の動きが流動的なのが特徵でしたわ。 
しかもポストマンボつねに有利な場所を 
とっているというのは見潭うべきことで 

す0 

勝たしかにそうでずわ。 

実は今度来-たトルヵ氏にわれわれは前 
にハンブルグで指導を受けた ことがある 
のですが、ポストの立ちかたについては 
実にやかましいし、その練習に多くの時 
間をさいているのでず。 

ここで問題なのは今の日本のデイフエ 
ンス、平気で H リアを禪切ったりするの 
でずが、むこうではこれをきびしくとる 
から一切それが通用しない。 

ポストフレ I とかブロックプレーとか 
を完成させるには、判を問題が大きくか 
らんでくると思う。 


宇津野ブロックむ問題にしても"巧す" 
ことに対ずる解釈があいまいなうちは、 
ちやんとしたプレ1が出来ません。すぐ 
とる審判員もいるし、そうでない人もい 
る . 。 

中沢西ドイッのブロックプレーは手を広 
げて立ちふさがるだけでず。実にいいと 
思う。 

北村彼らのプロックはそれとタイミング 
がいいのでず。 

ブロックを かけられたナと思ったらポ. 
ンポンとポストにボールが渡って、もう 
ノ ー マ I ク から射たれて いる 0 

つまり、ぶつ‘かった.瞬聞、すでにかの 
プレーに移っているのですから、それか 
らのトラブルがかいわけです。 

-日本のブロックプレ—というのは、 

つかまえているのが明らかにわかります 
ものね。 

ブロックとインタフェアを錯覚してる 
のじやないか，0思う時んあるほどです。 

中巧ブロックをかける時間が"瞬間"と 
いってよいほど短いのですよ、彼らは。 

化村.それと目立ったのはポストでのキヤ 
ッチングが權実なことですわ。 

安藤後半戦になって彼らの動きがよくな 
るに つれ、ドリブルを非常にう まくカジ 
卜していたのが目立ちましたね。 

中巧リ I チボ長いという利点が活かされ 
ていた。 

宇津野全体的に、ここぞという時は腰が 
よく落ちていましたし、さすがそうした 
基本はを選手がしっかり身につけている 
のは感ムさせられまず。 

荒川戦法面では彼らは「つなぎ、チヤ 


グス、シユート」というものをしつかり 
と、む得ていた。これは豊富な国際経験に 
よつて生まれるものでしよう0 

それともう 一 つ、しきりに選手交代を 
していたが、それでいて少しも全体のお 
開のリズムを狂はさないのだね。これは 
見習うべきだと思つた D 選手を交代させ 
ることによつてチ I ムフレーの組織がこ 
われてしまつたり、リズムがなうことは 
よくあることでずよ。 

--なるほど。今、皆さんが云われたこ 

とはたしかにこれまでの日本チームにか 
けていた面でずね。 

荒川それに彼らは、走る時つわに足をク 
ロス気味に運んでいたのも感ムさせられ 
たね。 

両足が開いていたり、平行だと腰が入 
らないでシュ I 卜するにもスピードボ乗 
らない。クロスしたフットヮークについ 
ては日本の指導者もこれまでずいぶん口 
をすつぱくして吉つている よう だが西 K 
ィッの連中は、•こく常識としてそれを身 
につけている。 

——ところで、昭和 S 年に来日した西ド 
ィッ選おと比較しての印象はいかがでず 
か。 

荒川あの時は何しろ初めてだつたから 
ね。何もかも……。 

宇津野びつくりしたということなら比較 
にならぬほど、あの時の方が強い。走 
力、シュ I トカすべて驚異でしたよ。 

中お 日本もずいぶん栓舞台に出るように 
なつたし、外国チ I ムなれしたというこ 
ともあるでしようけど、スケールは圧倒 
的に前の時の方が大きかつたでずわ。 
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——そうなると、昭和 M 年の時は8連 
化、昭和お年のル—マニアの時 W 連が 
と、これらは U 人制ではあったのですけ 
れど日本は手もおも化なか？た。それ 
ボ、今回はともかくもョーロジパのトッ 
プチームから勝ち星をあげることボ化来 
るようになったのは、日本のレベル向上 
として喜んでいいものでしようかわ。 

荒 W 喜ぶということになるといろいろ問 
題も出て来ると思うけれども、.’ともかく 
再一二のョ I ロッパとの交流で日本チーム 
ボをチームともその総合力をを揮化来る 
態勢にはなったといってよいと思いま 
す。 

巧子の場合、第1戦第2戦それに最を 
戦はコーチ巧も主力 選手 もョーロッパ遠 
化の経験者で したし、 この前の時より、 
いわゆるメドだけはつけられたというと 
ころではないですか。 

-日本のあげた今回の勝利は，ほんも 

の•といっていいですか。 

荒 W 現在の力は認める こと ボ出来るが 
『これでよ ろしい』とはいえませんね。 

何故なら、こういうシリーズは相手を 
われど主をわらずでしよう。 

日本側は化々と策戦を考えることも出 
.来るボ、巧手はち戟というンディボあ 
る。しかも見もしらぬチームが連統す 
る。同情すべき点ボタいわけですよ。 

勝ほんもの*かどうかといわれると私 
は慎重派だから、今回の巧手の力などを 
勘をにいれたうえでないとね……(笑〕。 

まあ、々回のチーム巧手ならこの成嶺 
は順当だとあいます。 

ただ、これボ啡世巧に通じるかといえ 


ば難しいわけで、，日本チ]ムは一皮も二 
皮も脱皮しないと、世界の壁は破れない 
と思うのです。 

ちょっと横道にそれるのですが、今春 
世界選手権に出る前にル I マニアに寄っ 
て、そこで例のクンスト氏(注•ィオン 
•クンスト、 i 刖ルーマニアナショナルチ 

1ム 監督 H 昭お来日〕にをったら彼が 
『日本は新幹線などというすばらしいも 
のが出来たり、他の工業力も大発展して 
いる。それなのにハンドボール技術はち 
.っとも進歩してないじやないか』という 
のです ょ。 

. —なるほど。貴重な警告かもしれませ 
んね〇これは……0 

中お もっとも 、世界選手権を路ったあと 
で、彼は『君らに謝まらなければならな 
い。日本がこんなにやるとは思わ-^かっ 
た』とわざわざ云いに来てくれたんです 
けどね0 

ともかく、 今回程度の相手なら"やれる 
々という勝ちムードで向かっ''しいっても 
ょいぐらいには日本のレベルも上ボって 
いると思います。今までは"菩戦しょ 
う"が最高の目標たったわけですから 
ね。 

特に女子の場合、本場での評価も高い 
のですしなおさらです。 

具体的には、外国チ I ムに対してミド 
ル•シュートが決まるようになったのは 
大きな進歩だと思いまず。 

化村今度ぐらいのチームなら全日本は勝 
つて あたりまえ、負けちやあいかんぐら 
いに機は実は思ってました。 

だから最验戦を前にして出ホることな 


ら巧点差、悪くても W 点差ぐらいはつけ 
ようというのが正直な気持ちでした。 

問題なのはこれからの日本選手は、も 
っと搔験を積まねばならないとい弓こと 
ではないでしようか。 

木野(立大)お藤(大崎電気〕といっ 
たところが、少くともれ野選手 (大 崎電 
気)と同じ、あるいはそれな上のキヤリ 
ァを積んでいなければいけない。経驗が 
豊富なら、例えばその日シュートが決ま 
らなく不調のようならボール廻しになる 
といった切り替えが出来ると思いまず口 
個人扳そのものは、ョ I ロッパのトジ 
プレベルに近•つきつつあるので すから、 
なおさらです。 

宇津野女子の場合は、さきほどちいまし 
たように今回のチ I ムと日本では雜習量 
がはるかに違うため、それが勝負の々吸 
点になっていたと思うのです0 

西ドィッにしてみれば、前半はどうに 
かもちこたえても、後半になると-スタ 
ミナ不足からィ I ジーシュートをやたら 
に放って、それを止められては一気の速 
攻をあびて失点を重ねたということにな 
るわけでしよう。 

‘ ここで 問题なのは、日本ぶ場合、単独 

チームですとフオーメーションフレーも 

{八もなくやれるのですけれども、を日本 
を編成するとこれがスムースに流れない 
のでず。化が君のいった経験不足がホ子 
の場合もはっきりしているとちってよい 
のです。 

- -男女と もを日本をひきいられた監督 

から期せずして、経験不足という問題が 
出ましたが、こういった課題はこの患と 


話していただくとして、安藤さんは今回 
.の日本チームの戰いぶりをどう見られで 
いますか。 

ま藤私は索直に男子3腊、女子日勝はほ 
んものの臟利といいたいですわ。 

勝ったチームは、国内屈指のチ I ムな 
のでずし当然でしよう。 

体格差という問題も、例えば最終戰な 
どを見ていると、を日本が小さいとは廊 
じませんよ0 

——それでは次に今回のシリ I ズを今後 
の日本ハンドボール界のレベル向上と強 
化にどうつなげて一付くかという問題につ 
いて話しおっていただくことにしましよ 
50 . 

荒川さん、今回の招持は親普が第一の 
目的だったのか、強化が第一義だったの 
か、そのあたりからまず……。 

荒川御承知のように今回の招待は前理事 
長時けからの計画で、実は引きついだだ 
けというわけだったのでず。どちらかと 
いえば親菩色というものを強く巧ちおし 
て実巧プランを建てはじめたのでずが、 
ミュンヘン •ホリンピックの出場国の 一 
部を、オリン' ピックの 二 年前の世巧選手 
框達•一九 七〇年フランスで 開かれる 
予定の第7固世界 巧モ 7人制選手権〕で 
決めようという動きがョーロッパにある 
ことを知りそれなら、とりあえず今回の 
西ドィツ 招待を、ミュンヘンへの スター 
卜の第一歩に しようと 思って、親善にあ 
わせて トップレベル 強化 もやろうと 決め 
たような次第でず。時期的にこの決定ボ 
遇かったために、その時はすでに国内の 
対戦チームも八々通り決まっており、を 
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任本運おも最後につけ加えるといった感 
じになってしまったわけです。ですから 
当然、来年なをの国際交流はトップレべ 
ルの強化を第一の目的にしたいと赴個人 
は考えています。 

宇津野たしかに々回のよ5に全日本の対 
戦が1回だけということではなく、せめ 
て2〜3回は欲しいですね。 

地方での試合も、すべて地元とい5こ 
とでなく、地ち協会がを日本とか国チー 
ムとの対戦ををけ入れるといった体制も 
ぶ要だと思うのです。 

中巧お術部としても、そうして欲しいと 
思います。3をぐらいの滞同のお戦が出 
来るのが理想だと思いますよ。 

勝.トップレベルの強化というものは、や 
はり確固たる信をがなければ化ホないわ 
けで、ただ単に世巧のレベルにおづいた 
といっても、やはり常に脱皮を、心がけて 
'進まないと上位進化の機会を失うだろう 
と思うのです。 

{女藤ルーマニア、ステラ(フランス〕、中 
国それに今回と、つわに国巧での国際試 
合はギヤランテイが先決というのも、も 
う考えなければならないでしよう。少く 
とも、こういう方計で、このチームを招 
いたのだという憩度は欠かしてはなりま 
せんね。 

かお巧手あっての勉強なのですから、が 
戦希望が多いからよいというものではな 
く、相手の n ンディションを考えてトッ 
プあ術を発揮してもらうようにしなけれ 
ば意ホボない。 

宇津野それと同時に勝さんの五われたお 
.固たる信をというか、いわゆる日本ハン 


ドボ I ルがとしてのトップレベル雖化へ 
の統一した見解というものを一日も早く 
固めて欲しいものです。 

安藤男子の場合はョ I ロッパ経験者も増 
え、国巧でキヤリアをつんだ選手も多く 
なっているので選お軍を編成しても"合 
わせる"ことが化来るのでしようがホ子 
の場合は、たしかに】つにしぼったもの 
は要るでしよう。 

宇津野今回全日本をお世話していちばん 
感じたのはその点なのでずね。 

個々のチームのレベルは起がっている 
し、強いチームも数多く生まれているの 
ですけれど、そのピックアップをなる 
と、どうまとめるか迷うし、選手自身も 
苦游ずるのですわ。 

でずから、外国チ 1- ムが来る来ないに 
かかわらず全日本を編成しておいて、年 
2〜3固の合同トレ I ニンダ(合宿〕を 
巧うようにすべきです。 

荒川それと同時に、いわ睐る協会組織の 
強化というものも、ここで研巧ずる必要 
がありまずね。 

腊まったくですわ。さきほどから出てい 
る確固たる信念といっても、例えば男子 
の場合、東欧系のプレーに進むか、北欧 
系のタィプをとるか、これは大事な問題 
で簡単に決められるものではないでしよ 

nl チング•スタッフというものの權 
立がまず必要になってくると思います。 

宇津野例えば全日本を組んでも一回限り 
というのではなく、それを育てようとし 
なければ意味がないわけで、コ I チにし 
ても一つの方針を押し通そうとずる情 


熟、意気ごみが欲しいわけですひ 

北村これまでの日本ハンドボール界はす 
ベてに一本通ったところがない。コーチ 
ング•スタッフにしても、審判にしても 
です。これでは世界の上位に進むことは 
出来ないと思うのでず。 

特に審判披術の向上は、日本のレベル 
を引きあげることに大きな作巧が起るの 
でずから、この面の対策は急務でしよ 
ミ 

——現状の審判技術は高くないと思いま 
すか。 

化村.人間だからミスはあるとは思うので 
すよ。 

でも.毎回々々とそれがつづくと選手が 
かわいそうだ。いちばん問題なのは、本 
来のプレ I を殺してしまう笛を吹くこと 
ですわ。 

それが秀れたプレ—であればあるほ 
ど、ミスの責任は大きいわけで、大げさ 
に云えば日本の進むべき道を閉ざしかね 
むいとさえ思いまず。 

中おそれとはちよっと別になりまずボ今 
回のシリ^^ズでもやはりずいぶんル I ル 
解釈に相異があ「たわけです。 

せめて国際審判員会議には審判部長を 
ふくむ二一人ほどは必ず出席させるように 
して欲しいでず。 

安藤国巧の判定でいちばん大きな問題 
は、その基準が地区により、人により違 
うことでず。 

これはどこの地区がよいとか雜がうま 
いとかの問題 M 前のことで、中央の態度 
とか判定基準を全国に徹底させるル I 卜 
をいま考えているところなのでず。 


重た、国隙的な判定解釈の相異はやは 
り、.国際審判員会議に出ないということ 
が原因でず。レフ卫リーの技術もプレ I 
の推移について巧くよう努力することを 
切望したいでずね。 

宇津野審判には主観の部分が多いのだか 
ら統一出来ないという萬えかたが一部に 
彭るようでずがこれは間違ったことで、 
基準に近寄ろうという精神がもれば、食 
い違いが生ずるわけはありません。 . 

勝ホイッスルがまちまちというのは、ま 
ったく困ったことですよ。 

宇津野審判によってあまりにも違うよう 
だとプレーを変えなければならない。を 
えられるプレイヤーはそれでもよいが、 
そうでないと、ぶっかってしまって動き 
がとれなくなるわけです。 

——だいぶ問題が細部にわたって来まし 
たが、時間もあまりもりませんのでしめ 
くくりとして、今回の搔験を通してミュ 
ンヘンを目ざずからにはトップレベルを 
どうして強化したらよいかを話しでいた 
•たきましよう。 

化村全日本チ I ムのメンバ I 選考をいわ 
序る上位チームにしぼらずたとえ1回戦 
で負けたチ I ムでも優秀なプレイヤ I な 
ら選ぶといった体制をホいで欲しい。 

宇津野ともかくやらなければいけないと 
いういわゆる根性を選手に植えつけるた 
めにも、コーチ陣がそれを自覚ずるため 
にも全日本のを宿を2、3回はして欲し 
いし、例えば来年 U 月の世巧女子を狙う 
なら、その前にョーロッパへ武者修業に 
出しで欲しい。 

こうしたことは、大きな障害がもるわ 
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けでしようが、それを打破ずるためには 
周困の度量と当事者の責任感にあると思 
うのでず。 

幸い、女子の場合、実業团各チームに 
若い将来性のちるコーチがいるのでずか 
ら、私がホ石になっても、是非こうした 
こと-を実現させたいと考、兄まず。 

巧藤化村君のいうような全日本メンバー 
の選考はよいことだし真の最強チームを 
造る無二の道でしよう。 

それと日本のサッヵ I が西ドィツから 
クラマ I 巧を呼んで成，功したように、ハ 
ドボー八の場 A 口も、ョーロッバから力の 
あるコーチを摇いて指尊してもらうこと 
もよいのではないかと思う。 

. それに再 S 話の出ている"日本の進む 
道はこれだ"というををれち建てるべき 
でしよう0 

勝安藤さんのいったようなががないと力 
の持って一付きようも，ないわけで、貴任を 
持たされたコ—チンダスタッフによって 
世界をめざす指導体系の確立が急がれて 
しかるべきです。 

中お今年の4月からいわ峰る新体制とい 
うものになって、技術部としても、かっ 
てないホリンピックという大きな目標に 
むかって遭もうとしているのでずが、こ 
れまでになかった多くの理念•通論が 
今、各所から出されて、それを交通整理 
中というのが現状です。選手の発掘一つ 
にしても予算をともなうことであっで、 
そちらとの関連も考えないわけには斤き 
ませんり- 

この座談会席上、 いわゆる指導理念の 
大もとを発表ずるわけにも巧きません 


が、.なお一そう煮つめて、確固としたも 
のを出したいと考えています。 

荒川強化々々といっても、いわゆる技術 
がうまいだけではなくアマチュア選手と 
して当然備えていなければ化らないマナ 
1 の問題ももるし、中沢君のいった予當 
という問題も大きい。 

一つの決められたヮクの中でおさめる 
というのではなく、プランにそったヮク 
を考え出すといったホのもる一仔きかた 
で、これからは歩んでいこうと思う。 

私自身としては、やはり指導者の養 
成、全国各地から優秀選手を集めた試合 
などを巧って日本がいかにしたら体格の 
秀れた外国チームの壁を突.き破るか考え. 
たいと思っています。 

幸い、最おのデ*ターでは、日本のハ 
ン ドボ I ル 人口の八割強が高校生 S 下の 
若い世巧ということなので、将来への希 
望は大いにち る ものと確信しています0 

今回の西ドィッ招へいは、そうした目 
標に進むスタートとしては、まずまずの 
成果をもげ得たものと思っていまず。男 
子3勝、女子5勝とい M ^ことにおごるこ 
となく、問題点を拾い化し謙虚に反省す 
べき態度を忘れなければ、むしろ上々の 
成果を得た今回のシリーズでもった.と考 
えます0 

——ユ ー ゴ、フランスなどから来日の希 
望が倍えられているとも聞いています 
が、こうした国際試合を機に一つ一つ着 
実な苑展をとげられるょう願ってやみま 
せん。 どうも 皆さん、長いもいだちりが 
とうご ざいました。 (9 月站日•体協 4 
01号室で) 


今春スゥてーデンで閱かれた第6回世界 
7 人制選手権に出場し、ホルスト(デンマ 
1ク〕らと並び優秀 GK の巧り祇をつけら 
れた H •デュ H ル選手は来日メンバーのな 
かでも、もっとも注目を集めた一人だ。体 
育大学を出て、いまは体育教官をしでいる 
という彼だが、わざわざ持参したバンジョ 
1のひきうたいはぶ人はだし。甘い声を毎 
夜宿舎で鳴らしていたものだ。彼とのィン 
タビューは"音楽"からはじまった……〇 
——頃がとってもうまいんだってね。 
『それほどでもないけど、大巧きなもの 
の一つだ。特にジャズはいい』 〜 
——日本に来て聞きに巧った？ 

『そんなヒマはなかった。 TV で音楽番 
組をちょっと見 

ホテル 


たのと、 

で レコ I ドを聞 
いただけ』 



ュ 

卫 

ル 

選 

手 

言 h 

問 


-ところで、本職(ク〇の話を間きた 

い。日本の GK の印象は？ ' 
『非常に動きが速いし、ぅまい。 

福本.(大崎電気〕はなかでも印象に残っ 
た。彼ならョー□ッパのどの G K にも劣ら 
ない』 

^—目についた弱点があったら教えて欲 
しい。 

『ほとんどの日本の GK は、 7 MT にが 
してを位置にいるが、前に飛び出すべきで 
はないか』 

——日本の攻撃はどうか 
『速いという一語につきる。 よく まあ、 
あれだけ動けるものだ。選手としでは木野 
(立大〕、近藤(大崎電気)とあと二、.三人 


名前は忘れたがよい選手がいた。木野、近 
藤，はばらしい』 

-日本をどう感じた？ 

『近け的な国だ。それとこれはハンドボ 
1ルのに話なるが、日本はトレーナー ( 監 
督、コーチの意)のパラダイスだ。このま 
ま日本に残ってどこかのクラブのトレーナ 
1になりたいとさえ思う』 

-どうしてそう思う 

『透手たちは試合がをってしまってもトレ 
1ナの云うことを間くし、低を勢だ。トレ 
1ナのかばんを選手が持ってやっている.の 
をどこかで見た』 

——ところで、将朵の目標は。 

『ホリンピックまで、西ドイツのレギュ 
ラ！ •ポジシヨ 
ンをずりたい。 
そのためには蘭 
制ずることだ』 

それまではニコニコと笑いをまじえて答 
えていた彼が、この質問の時 だけは、 えら 
くかしこまって返答してくれた。 

今回の来日では、再一二腹痛に惯まされべ 
スト•コンディションでなかったことを、 
彼は悔やんでいたそうだが、それはナショ 
ナル•プレイヤ ー としての自覚というより 
も誇りがそうさせるのだろう。 

バン ジョ！ をひき、ポーヵ I がめばっう 
強く 甘いマスクをしたル見プレイボーイ的 
.な彼だが、来日中になかよくなった北村尚 
英君(大崎電気〕が煙草をすおうとしたの 
を見つけると大声を出してこう舌ったそう 
だ。『ちよ’ナショナルプレイヤ I じゃない 
か〇そんなものすっちゃいけけないよ…』 
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8 千代田印刷機製造株式会社 
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本 お：東京都千代田区神田猿架町1 一4 TEL 東京狂 92) 2011(代）〜8 
.•横浜まお:.横浜市西区髙島通リ1 一7 TEL 神奈川め 45) 44—6572 - 7358 - 7028 
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お浜支社 


チヨタは印刷機がの合理化を推進する 
総合メです。 


替業 I 一一謀/栗旧満夫 


パ—フてクトは夢の印刷機 
(全自動)です。 

超薄紙から厚紙まで、化しい ww-fe 

人手の足りない工場じ大好評。ま業 i / 庄司は越 

— パ I フエクトはたくさんの賞 
賛の言葉を いただきました。 
よい製品をつくる励みになり 
ます。 



本巧新化屋 





フランスの技術研究 （ 5 ) 


ロングシュートの練習を十分に 

訳藤本 強 

(日本協を常を理事） 





光号まではハンドボ I ルの基本 
の基本ともいぅべき、投•捕•跳 
•走について^れてきた。 

今号では、これらを基礎におい 
て、ハンドボールで勝っためには 
ぜひともマスターしなければなら 


ない技術——シュート——につ、 

て触れていくことにする。 

7人制ハンドボ I ルでは、従来 
の U 人制ハンドボ]ルに比べて、 
非常に多彩なシュ I 卜が見られる 
よぅになった。特に数多くのョー 

ロッパ遠征、ョーロッパチームの 

。来日に刺激されで、我が国の技術 
も年々進歩しでおり、本場のョー 
ロ ッパも驚かせるよぅな多彩な技 
術が駆使されている。 

ディフニンス面の進歩もこれに 
一層拍ををかけ、スピ ード、 身の 
こなしもより磨きをかけられ、卜 
ップレベルの技術の向上には眼を 
みはらせるものがある。ここで 
は、シュートを基本的ないくつか 
の類型にわけ、とりあげていきた 
\ 〇 

☆ ☆ ☆ 

ハンドボ I ル競技の中でもつと 
も重要な段術はシユートである。 
得点はシュートな b には考えられ 
なぃ。 

スピード、正確さ、モーション 
の早さが個々の重要な要素となつ 
て、シュートが組みたてられてい 
る。国際選手ともなれば、これら 
のどおをとつてみても、すぐおた 


技術を私っている。 

7人制ハンドボ I ルにおいては 
チ ームの全 メンバ I がシユ I トボ 
ちやんとうてることがお須の条件 
となってくる。理想的に一五うなう 
ば、全選手が a ングであれ、サイ 
ドからで最れ、ポストからであれ 
シユ I 卜が決められることボお要 
である。 

シュ ー ト はがの一二種類にかける 
ことが.できる。 

1、 ロングシユ I 卜 

(の〜。メ I トル離れた位置か 
ら放つシュート) 

2、 サイドシュート 
(サイドの撕度前後の位置から 

放つシュート) 

3、 ポストシユ—卜 

.(ゴール前 6 〜7 メ I トルの位 
置から放つシュート〕 

な上はゴールにがする距離もし 
くは角度はょってか類したもので 
あるが、シュ I 卜ずる体制から、 
さらに細かして示すことにする。 
(写真は西独第1 • 3觀ょり〕 

1、ロングシユート 

をチ ー ム ともぜひともマスタ ー 
しておかなければならないシユー 
卜である。単に得点をあげるだけ 
でなく、デイフェンスを前に出し 
ポ入卜から、サイドから多おな改 
撃をするためにも、 ぜひとも 決め 
られ るよう に補晋しておかなけれ 
ばならない。このシュ I 卜の成否 


によつて、戰術的におおいに.異つ 
てくる。あるチームは、このシユ 
I 卜だけで、.全语点をたたき出し 

ているチームもある。 

ィ、ステップシユート 

(写真©参照). 
このシユ I 卜はまたの名を右左 
右シユ I 卜ともがぶ。シュートの 
.中でもつとも基本になるシユート 
である。パスの中でもつとも基本 
的なショルダーパスと同穂に一番 
基髓になるものであり、十分練晋 
をつむ必要がある。 

シュートの方法は基本的にはシ 
ョルダ I パスとをく同一である。 

右おに体重をかけておいて、左 
足を踏みだし、体重を左足に移し 
'ながら、ボールを投げる。これが 
基本になる。右足を踏みだしてい 
る時にボ I ルをキジチし、続いて 
左足を踏みだし、シュートをし、 

右おがついていく形がお.の運びと 
しては もつとも 自然である。 

この時、体の向きは走り、もし 
くは投げる方向に向け、腰のひね 
りをも加え、 ボー ルに加速ずる。 
投げおわつた時には体は正面を向 
く。手および指は正しく投げた方 
向に フナロ ーするよぅにする。 

肩の高さから出すシュ I 卜がも 
つとも基本であるが、手を十分に 
伸ばして、頭の真上から、腰の髙 
さから、あるいはひざの髙さから 
もシユートすることができる0 
これら投げる位置の 高低の変化 



は実戦の場合、非常に重要にな。 
てく る。 バックを 置いてシュート 
ずる場合には、この高低の変化を 
つけなりと、いたずらにバックに 
ヵットボールを提供ずるだけにな 
ってしまう。 ， 

またボールのコ I スについて 
も、どの体制からでも、どこにで 
も投げられるように十分練習して 
'おくことが重要である。 

このシュ1^は基本的なシュー 
卜であるが、キャッチしてずぐ投 
げるおに習熟した蠕な実戰におい 
て非常に有効なシュートになる。 
■このシュートは良く練習をつん 
だ場合には、他のどのようなシュ 
—卜よりも、キャッチしてから短 
い時間でシュ—卜ずることができ 
る。このモーションの速さは、。ハ 
ックのホンのちよつとしたスキを 


クき、またキー。ハ I に構 V 义るかま 
を与えずにゴ ー ルを割ることがし 
ばしばある。しかもバックを前に 
してぅたれると、キーパーにとっ 
ては死角となり、思いもよらぬと 
ころからボールが出てくることが 
多ぃ。 

基本的でありながら、きわめて 
実戦的な技術でもり、初ム者から 
ベテランに至るまで、十二分の練 
習をすることが望ましい。 

口、ジャンプシユ—卜 

(写真②参照) 

バックを前において、そのバッ 
クの頭の上から打つ、 ' W メートル 
前後のジャンプンユートは試合の 
時には、非常に重要な得点源とな 

つているり 

このシュ—卜は右利きの選手で 
は、左サイドから右に向って、斜 



りコ I スををり、右おが前に出た 
時にキャッチし、ジャンプの準備 
をしながら左足を踏み出し、輕く 
まげる。しだいに左足に体重をか 
ける。 

右ひざを踏くまげ、右手は化来 
るだけ高くあげる。そして強く左 
おによって踏み切る。 

左肩はディフユンスから、ボー 
ルと 体を相手から護るようなおを 
とる0 

しかし、この際決つして左肩を 
相手に接触させてはいけない、右 
肩はできるだけ、左肩が前におる 
ような 形を とる0 

ある選手はシュ I 卜をするかの 
ような フォーム をし、相手を フ H 
ィントにか时、ドリブルして抜い 
ていくことをよくする。これを重 . 
要な技術である。 


、讀‘ 
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考 .1 


带ぶ、--- 
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化苗を 


ハ、横への倒れこみシーユト 

(写真③参煩) 

7人制ハンドボールによって關 
発されたシユ I 卜でおる。狭いデ 
イフェンスの間をねって行なうシ 
ユートである0 

このシユ1卜はプレイ中にも行 
うか、同時にフリースローの隙に 

も、多く便われる。 

右利きの選手の場合、まず 右 か 
らシユ ー トする フユイン トを行な 
い、バックを右によせるか、その 
ままの位置に卸づけしてしまう0 
そして、体を左に傾け、手は頭上 
にもっていき、その位置からボー 
ルをシユ I 卜する。体は投げた後 
は左前に倒れこむ。 

デイフユ ンス側が フユ ィントに 
よって大きく右に動いている場合 
には、体はやや左傾ずる程度です 
むが、そのままの位置にいる場合 
には、体を思いきって左にまげ、 
体が水平になった瞬間に、ボール 
をシユ]卜する。この水平になっ 
た瞬間をつかみさえずれば、ボー 
ルはまちがいなく、 デイフユ ンス 
の右側を通り、ゴールに到達する 
ことになる。このシユ I 卜は7人 
制ハンドボールにはなくてはなら 
ないものである。 

このほか、ロンダシユ I 卜とし 
ては、バックハンドシユ I 卜が時 
巧使われるが、主なのは、先述の 
立つである。いずれも十二分の練 
習が必要である。 
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日本ハンドボ I ル界の課題 (5) 

〜|二十周年を迎えた球界に望む〜 

_鳥 

を 


光陰矢の如し、.過去においてが 
余曲折があったが、ここに我がハ 
ンドボ I ル界も S 十周年を迎え諸 
兄と共に御同慶反たえない。 

人間二十ホで成人式一二十才とも 
なればあぶらも乗り仕事に巧ずる 
旺盛な意欲と絕大な H ネルギ I に 
満ち猫れた年令でもおる今年こそ 
ハンドボ I ル界にとって一層の躍 
進の年であることを祈り乍ら筆を 
おりまず。 

思えば敗戦になり急に支えを失 
った 私達はムの糧として二度と帰 
り来ぬ青春をこのハンドボ I ル競 
技で送った。先輩の残してくれた 
数個の ドス 黒い ボ I ルを数少ない 
部員と共に「我々の魂はこれだ」 
とボ I ルを追，かけ暗くなったダラ 
ンドで汗と涙の練晋もつい昨日の 
よぅに 思われる。疲労のあまりに 
無言で芝生に臥て時を忘れたこと 
も今では楽しい思出の一つであ 
る。こぅした 一見単調な生活が日 
曜祭日、休暇を問わず二十余年を 
過ぎ尚続こうとしている、この小 
さな ボ I ルに接する ことにより 斯 
道の先輩渡輩そして教子と人間関 
锡化何ものにもまして貴重な価値 


あるものと感謝している。恵まれ 
ている現在の青少年諸君も安易な 
面での妥協を離けこのハンドボー 
ル競技を通して技術もさることな. 
がら人間完成へと努力の手綱を陣 
るめる ことなく 精進し全ての，人々‘ 
よりハンドボールマンは純±の折 
り紙をつけられる ことを 強く希望 
するものである。 

十六米五十避のホフサイドライ 
ンがノ I ラインとなり更に一二十五 
米ラインと変更された、そのつど 
技術が歩一歩と前進し】九六一年 
に男子翌六二年には女子が晴の團 - 
際舞台を経験し一躍日本の ハンド 
ボ J ル界は目指ましい向上発展を 
見せ北は北海道から南は沖縄の果 
まで全国津々浦々にまで普及され 
たことを ハン ドボール 愛好者と共 
に喜びたい。で％これで满おずべ 
きではない。スポ I ッ界は日進月 
歩休む ことを 知らず、むしろこれ 
からがハン ドボ I ル巧にとって茨 
の道になり本部協会はもとより諸 
先輩ず指導の任に当る方々の各面 
.に渡る指導手厕に期待すると ころ 
が大である。 

離ホした，はかりの地方では小さ 


岡久雄——^ 

(髙知協会理事〕 

なを命が今にも消え入りそぅに博 
動を続けている。本部協会の発ち 
たをみてもその苦巧があばれる陸 
連の借家住いでか殺の先輩諸兄が 
手ホ当で寝食をちれ滅を的勞力の 
結果現在に至った。地方において 
も同様経巧的に時間的に余裕がな 
く本ををもつ教員の片手間の化事 
にしてはあまりにも荷が重過ぎ 
る。上司には小言、認識の薄い父 
兄からは白限巧され、.家庭からも 
苦言の連続、ただをする教え子の 
成長を信じればこそ巧日への希望 
がつながれ、滅入り勝ちな気力も 
湧き出るもの。本部協会もこぅし 
た地道な巧方の指導者に暖いお導 
巧言を与えて欲しいものである。- 
何ずれの県でも又何時の時代で 
も同様髙校チ I ムを中、むとして普 
及してきた。その上台となる中学 
お教がに(ンドボ I ル競技が除か 
れたことは全く致命的打擧であ 
る、高校新入生に(ンドボ I ル部 
.への勧誘ボ如何にむつかしいか、 
尚チ I ム結成には二•一一一年を要す 
る〇陸上、バレ I 、バスケットポー 
ル等他種目は中学時代になじみ深 
いので掘々夕乂截ボ入部する。だ 


がことハン ドボ ールと なると手を 
使用するのか足で操作するのか皆 
目知らず化部に入部する新入生を 
横目でみながらズブの人に、しか 
も1、二年の短期で成長さすのは 
並大抵の苦労ではない。ハンドボ 
1ル競技の普及発達にはを々と問 
題があろうボ、中学が教がに(ン 
ドボールが入っていないことが地 
方お S の最大の瞪路であると云っ 
ても過言ではあるまい。ハンドボ 
1ルは走.跳.巧と あく 初歩的な ス 
ポーッ 基本の化合せであり、やっ 
て面白く見て楽しい競あである、 
バスヶット ボールに似ているが平 
易で導入しやすい競はであり中学 
极を材に最適の疆目であるのに义 
部省はこれを採がしない。何かか 
疑問である。 この 筋の権威者はも 
とより本部協会も中学校教がに ハ 
ンドボ I ル競技が採択されるよう 
協会面より強力な復活運動を巧關 
するの.が最大の急あであろう。 

経巧面においても化種目よりま 
化が多くこれも問題だがこれは理 
がボ化ホ、地方の協力態勢も整っ 
ているボ、々一つをえなくてはな 
らぬのは指導者不化の*消であろ 
う。をに々年は去る九月ち京でコ 
I チ講習会が催されたがこうした 
研究会をブ a ック別に巧い、底辺 
あ巧わ意巧からも地方のお巧に今 
みし視野を向け惜しみなきをの指 
，導を差し伸ばす ことを 切に希望 

る。 
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成果あばた多範圃なお導 

初の八ム認コーチ講習会終わる 


斯界はじめての試みとして、そ 
の成果が各方面から期待されてい 
た「昭和非年度ハンドボ I ル公認 
コーチ講習を」は 9 月の日からの 
日まで東京•駒沢屋内球技屬を会 
屬にして行われた。 

講習会に参加したのは全国8ブ 
ロックと3 組織から推せんされた 
W 名(氏名後掲〕.であった。 

第1日は開講式につづいて、日 
本協会-荒川清美理事長が国内外 
の情勢について解説、このなかで 
『ミュンヘンオリンピックの出場 
国(男子〕は：一九わ0年の第 7 
回世界巧モ 7 人制選手権でその I 
部が決定される可能性がある。，ホ 
リンピック強化はこの年を目標に 
しなければならず、 あと3 年の嗔 
ぅ予しかない。女子の参加につい 
ては、来日中の西ドィッ役員の言 
にょれば見通しは明かるい』と述 

-実端 

のち’ 

} 者 
目講長 
人を部 
二く及 
ら聞普 
かを会 
ち明協 
C 説ネ 
師の曰 
講導永 
田指徳 
村技は 



ベて注目された。 

午徐は東京教育大学•阿久津邦 
男教授によって講議 r 運動の生理」 
田村結監督•宇津野年一氏(日本 
協会普及委員、名工大助教授〕に 
より研究発表「競技会の出場に備 

W 今回初めで公認コーチ蕭習を 
-ーボ開催されたボ、これに出巧し 
て、との希望なのでをな'りの感 
.) 想を述べる。が費を支拾し、全 
:一国より措導者を)堂に会したこ 
とは今までになく、大をなお歩 
で、受講者も何かを得ようと誠 
一：に真剣そのものであった。特に 
.今回は各ブロックより 3 おの参 
-加であったが、今後、もし許さ 
^れれば各県より1名の参加が実 
現できたら、日本協会と地方協 
:■会のタテのつながりは一そう密 
になり龍習会巧{谷 H 上の収獲を 
:•ともに得ると確！一^^る。資金的 
な裏’づけの禪保と実現を望む。 

\ 講習会の 内容について‘ 

.い 参加者の立ち屬上、多少意見 
^の起る人もあったが、第1回と 
^しては成功だったと思う。 

\ 荒川理事長のこれからのハン 
八ドボールについても、また色々 
^の統計的データーをもとにして 
t ; の シュ]卜 経過、あるいはシュ 


V んて巧ぅを宿颖習における選をの 
コンディションの変甄について」 
が.おょそ2時間にわたって巧なわ 
れた。. 

第2日は実技指導を中ムとした 
講習が斤われ、男子についてはが 
田な、勝繁夫、女子については化 
川浩、細井操(何れも日本懦入でお 
術委員)の各氏が担当した。 

第 3 日は、村由、勝両氏にょる 

1卜の分巧なども扭ハ巧巧く、'統計 
的な分巧の必要世を痛感、阿久津 
先生の「ハンドボールの基歴的選 
手づくりの運動生理学的問題」に 
ついては n — ナとしてか要なを礎 
的なもので、特に現場での科学的 
巧巧方法は「巧学はかがし、コ ー. 
チが統合する」という意巧あいか 
らも、今後の祝巧に非常に参考に 
なった0 


まあ(お合を)お孽と、ま藤純ホ 
(日本協会審利部長〕、佐野巧夫(日 
本'協を技術..審判ま員)の両氏に 
ょってを判部門の講議と指導が巧 
われ閉講した。 

^誰者蹇^圏ちを置 

i ロタ®*'な ii 稳治、お橋満(化 
あ道〕、増田学、森お一(ま化〕、 

金原至、青木崇、富巧が、西島喜 
化治.(化信越)山野圭一二、遠藤健 

で—*、'-- •**{. 

ヤッチ 等ょり お 用技の説明は世界 
選手摇に参加されての各国のフレ 
—をみての卒直な意ちも入り、ま 
た実おでのボールを扳っての準備 
運勘やトレ—ニングはなかなか巧 
ホがあり、受講者もひと汗かき、 
誠に和やかだった。 

勝先生の「立あ大のセット•ナ 
フェンス」はなめての公表だけに 
大いに参考になり、ギリギリのパ 


公認コ—チ講習会に出席して 


全日本ホ子コーチの宇津野先生 
.の「競技会の出場に備えて行なぅ 
合宿時のコンディションの変蘭に 
ついて」の研究発表もコンディシ 
ヨン調整はコーチとしての問題点 
で立派な論文であった。もし許さ 
れれば田村妨のトレーニング計 
画、苦、む談も聞きたかった。 

金日本男モコーチのが田先生のハ 
ンドボールの基本技……パス、キ 


スやステップシュートの重要さを 
再認識させられた。 

次回には人の動きを主とした攻 
撃の第一人者•芝浦工大のホフエ 
ンスや立教大、大崎電気などのデ 

ィフ ユンス も8 ミリフイルム や W 
ミリフィルムを 使って指導をし、 
日本金体のレベルアップに一役か 
って欲しい。 

細井先生の「高校女子選手のパ 


次、班部浩、北原な孝(関東〕.石 
巧誠、おを行康(巧お)、木が吉 
延、中井泰彦、岡田茂夫(近畿) 
川崎をお、越智を(四国〕、柳井义 
治、辻一義、藤田信義(中国〕島 
田を四、荒木時弥、今がを一(九 
州)嶋田お太邱、ル袋是郎(全国 
髙体連)、田中を夫(全日本学連〕 
大迫ホか(全日本ま業団〕=化上 W 
を。 

ヮーについて」はあ場での経験- 
発表でむずかしいみ子選手の卜' { 
レーニング方をであり、実にな) 
る立'ホな内をの認議だった。 ) 
化川先生のドッチボ I ル、ポ W 
- -^ボールからハンドボールに 

入る段階指導、特に蛮形ポート《 
ボールは実際に一付っても面白八 
く、現場指導に大いにプラスに J ‘ 
なった。 - 
審判おとして、安藤、お野両- 
先生の審利技のレベルアップ、..) 
判をの一貫性なども、公認審判-;; 
員ばかりのを請なので新審判部 
の方針も S 巧できたと思ぅ。 ：一 
講議の日程をおえたあと、西') 
ドィッー全日本のゲームめ観戦：； 
した。一九セニ年のホリンピッ 
クをめざして全国ーホとなり、.：； 
兜の緒をしめなおし、普及に、八 
レベルに大いに頭張ろぅ。終り^ 
にのぞみ請師の諸先生がたの熱- 
、むなる指導に巧しあつく御礼申 W 
しあげます(山口協を理事長 〕 <. 
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巧山釣鐘ェ業株式会社まを，^ J 
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古 

の 

記 
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GOLDSTAR 


早大学院は 5 連勝。対戦成績は 
早大学院の 7 勝 2 放。 

▽ OB 戦 

稲巧ク 6/3 IS で S 田ク 
(早 OB ) 2京— じ^ 1 ( 慶 OB ) 

稲門クは 2 連勝。対戦成績は 二一 
田クの 7 勝 5 敗 2 引分 1 中止 
▽現役戦 

3r t 3-nl6r I e. 


527711000 
口野日原田山博島藤 
‘ 木 


ド 

K { 

グ 

勝 

P < 

1 

重 


ガ3 

一^山•一 
得〇 《 


せ上村中掠が島崎 


古川袭田ル植川尾 
63312010 


早大、各部門に快勝 

巧慶大定期戦 

秋のシ I ズン聞幕を告げる伝統 
の第巧回早慶定期戦は両校7勝7 
敗のあとをうけて9月7日午後1 
時 W かから東京•早大記念会堂で 
行われた。 

現役戦は両校応援団をはじめお 
よそモ人の観衆の盛んな声援のう 
ちに進められたが、早大が立ちあ 
がりのリードを うまく 活かして後 
半の慶大の反撃をおさえ3年ぶり 
に勝利を飾った。なお高披、 OB 
戦も早大勢が勝った。 

▽高校戦(第9回〕 

早大学院；5{パ U い}5慶応 


秋のシ—タン幕開く 


いる「竜ヶ崎すハンドボール同が 
会連盟」はこのほど茨城協会の後 
援で第1回竜ヶ崎市摇合選手権 
(9 月^日•竜ヶ崎I高〕を開き 
男子は？3チ I ムによる優勝争いの 
ホ、東洋運搬機 A が平畑クを破っ 
て1位となった。ホモは市巧東西 
対抗として行われ引き分けた。 
▽巧モ決勝トーナメント1回戦 
(り準決勝) 


東洋運搬 


▽同決勝 


2 5竜ヶ崎 
21 觀 員 

5—1 流通経済 
11大 


觀 I 運ぉ盏 N 請ぶ平か 

▽ホ子ま西巧抗 
東軍い了西 


化袋巧女子、全勝で優勝 


巧おあの東京•城化連盟では9 
月 Kwu の3日間、井草高でか季 
城化地区高校リーグ戦を開き、另 
子はホ巧巧、み子は池をぉボそれ 
ぞれ1位となった。 

▽男子順位①ホ巧商4お1が③化 
園3勝2敗感帝京商工2勝2敗1 
み(得点率〇 .四九〕®練馬2勝 
2敗1か(〇 •四一云⑥井草⑥池 
袋商 

▽女子順位①池袋商4戟全勝③ 
井草3勝1敗⑤ホ羽商2勝2敗④ 
驚宮感鍊馬 


全秋 田 和洋が初優勝 
男子はま化学院 0 B 

第 W 回東北選手権は9月7日か 
ら W 日まで 青森県 営 体育館に東北 
6県の巧表が参加、国体予選を兼 
ねて開かれた。 

男子は、今シ I ズンも東北学院 
OB (宮城)が地力を発揮して全 
腺、 TG ク時代から通算5年連続 


優勝を飾った。 

ホ子は、最近2連腺の S 菱鉛筆 
(山形）神奈川)が転籍したため 
クラブチ ー ムの優勝争いとなつた 
が全秋田和洋(秋田〕が全岩手を 
おさえて初镇勝した。この大会で 
秋田け表が優勝したのは初めて。 

高校女子で八郷優勝 
▼茨城県民総合体育大会 (W 月 • 


+1浦ェ〕 

▽一般男子準々決勝 
全竜ケ崎不戦勝 


t ヶ崎不戦勝则， UL 脑 
水戸市^!7東洋運搬 


自衛隊勝 8 5 
田 A 2 11 

原子力 6—8 
研究所 18 ’ 

V 同準決勝 
原子.力5/2 1 5^ 
研究所 2 l , ul 2 j 

自衛隊勝 

田 A 3瓦— 3J 
▽同決勝 

自衛隊勝 8 へげ— 7 >1 
ぉ A 

>高校男子準決勝 
石岡一 .^—7 
麻 生如—目 
▽同決勝 

麻を器 M :) 

▽高破ホ子準決勝 
水海道二 UI 8 


±浦市 

自衛隊勝 
西 B 


7全竜ヶ崎 
6水戸市 


茜肺 


止浦 H 
水海道一 


八 郷 9—8 
V 同決勝 

八 郷 8 f 日一 

ノ ぉ V 3 12 、 

▽中学男子決勝 
千巧田け' 
▽中学女子決勝 

お城又：=け 


磯-原 
巧 生 

一 4 水 海道一一 

ぶ新治 
)7 巧治 


竜ケ崎で巿選手権開く 


茨城県. 竜ヶ崎 市に結成されて 







第 M 回東化高校 


第撕回東北高が違手権は 9 月 7 
日から W 日までの3日間、 青森県 
営体育館に東北6県の代表巧子 U 
校、ホ子 9 校ボ参加して開かれた。 

男子は進境いちぢるしい大石田 
(山形〕ボ、準々決勝で2連勝を 
狙ぅ盛岡一 ( 岩手〕を破った余を 
をかって堂々の巧優勝を飾った。 
この大会で岩手、宮城な外の代表 
ボ優勝したのは初めて。 

ホ子は予想通り、を日本高校1 
位の巧を南.(を手〕ボ、を定した 
みずでおち進み巧優勝した。この 
大会のホモで岩手代表の優勝は初 
めて。 

なお、この大ををもって、々年 
度の全国ブロック高校選手おはを 
部あわった。 

▼巧子1回戦 

大石田. 2— 日南を津 
(山形〕1 e 寫曼 

お-蓋 6—1 な田南 
音瘦11 ( が田) 


整て 


聖光学院 
(福島) 

V 同準々決勝 


5 4 
2 11 


岩 手 
(岩手〕 

東报ェ 

(山形) 


大石田 U 


塩 


ち 川ェ巧ぃ 


S ホ学院叉 IN 扣 n 湯 (秋田 f 
▽同準決勝 
大石田 

な— 


14 塩 蓋 
お古川ェ 


聖ホ学院別^^ 1 7、 

V 同か滕 

大石田3而 U い)巧聖化学院 
▼み子1回戦 (1 試合) 


古川女 1— ク 

眷婪1 

▽同準々決勝 

秋西和洋〇へ5 — C 
(秋西)王5 — 9 

小髙農4へ*^^- C . 

(福島 〕 litfl 

涌 谷 4/^510 

鲁藝1石—。 

花卷南 
(岩手} lv 6 i 

|>同準決勝 
ル高農艾 n 
巧巻南 
▽同決勝 
巧を南 


盛岡一 
(岩手) 

ぶこ又 81 日で隱ヶ沢 
畫2 在— 9 て舍森) 

青 森 
(青森) 


昭おが年度ブロック高校選手 
，権優勝校 

〔巧子〕▽北海道紋別化 V 
東北大石田 v 関東明星 V 
北信越上田 V 東海税台 V 
近畿洛星 V 中国宇部 Hv 
四国新居おェ▽九州大分 
東 


〔女子〕 V 北海道室蘭商 V 
東北巧卷南 V 関東深谷ホ 
V 北信越小諸商 V 東海名 
古屋ホ商 V お離精華ホ▽中 
国山陽女 V 四国新居滨商 
V 九州大分東 


雙 


古 W 女 

巧を農 
基手〕 

福島西女 
(福島) 

大 曲 
(跌田) 


一 W 巧田な洋 
浦谷 

^ 4 小高農 


一 ^ I 協妄吾窃一板 I 
W 才 W 上の大会 

愛が協会の新企画 

愛知協会では、かねてから檢討 
を進めていた W 才化上のプレ I ャ 
—によって編成されたナームによ 
る大会を実施することになゥ、第 ' 
1回大をを W 月た日、 U 月1日の 
2日間、名古屋•金山化育館で午 
後6時から蘭く。 

京都理事長に入江氏 

京都協会ではこのほど巧役員を 
化かよぅに決め発表した。 . 
▽会長卞下弥一二邱(丸玉観ホ K 
K 社長)▽副を長玉城修 vs 事 
長入に平一一 1 A 理事ル西博喜 
福井善昭、岩本定巧、藤本昇、未 
政断夫、宮本修、中せ責、田中を 
司を、吉田博二、藤林治巧▽会計 
担当理事藤岡裕于 

ままが化連盟が発足 

を京都.城北地区ハンドボ——ル 
連盟ボこのほど発ち、その化員ボ 
発表さ打た。 

同进盟の聋下はぶぶ化、あ福、 


練馬、豊島、文京の 5 区。連盟活 
動として春季選手権、秋季リーグ 
招待試合などボ予をされている。 
▽を長、宮田豊太郎(都立ホ園高 
校長.全国高体連ハンドボ I ル部 
長)▽副会長，天野敏巧▽常任理 
事本堂元規、大門正巧、央田恒 
夫 

福井大と信州大 

化信越学連に加盟 

ホ信越学生連盟に、このほど福 
'井大、信畑大(長野)の二校ボ加 
盟、同を連は日校のリーグ戦を組 
むことになった。 


ま北大、まず勝ち名のり 
-学生巧秋季リ—グ-_ 


日本協会では、国体高校み子の 
部に沖絕化表としてル禄高ボ参加 
すると 発表した。国体ハンドボー 
ルに沖縄のチームは初出場。 

I 全国評議員会開く- 


みの各か学生リーグ戦は、 W 月 
W 日化海道大で開かれた東北•化 
あ道学生選手権をお戦として、関 
を、関西、東海などが巧ついで熱 
戦の幕をあけた。 

東ホ.北海道学を ( W 月 W •巧 
日北大)は東化学院大、東北大、 

山お手大の東北勢 3 校と北大、執路 
教育大の化お道 2 .おの合計 5 校に 
ょるリーグ戦で巧われた。 

優勝は、春来、顔合せのたび 
に撒戦を展開しでいた東北大と東 
化学院大の両校ボ全勝で巧戦、を 
化大が押し切って昭和が年秋 W 来 
义々の優勝 (2 回目)を飾った。 

国体に沖縄(端逆参加 


国体時慣例の全国評議員会は 
W 月 S 日、埼玉県が和市の「ル 
島」で開かれ、当面する国巧、 
かの課題について協議が行われ 
た.(次ち詳報) 


記 

勒 

¥ 


編 


-0 …今号も先号に弓きパ 
続き西ドイツ特集にしま W 
した。記者クラブの方々 W 
の肝入りでまたあ鮮な原 W 
稿で誌面をがることボで W 
きたのは、大変幸です。- 


〇…気になることボあります-; 

1つはル1ル解がのことです。 

八 IHF から送がされてくるルー 
W ル、文書とは異つた解釈を，トィ？’ 
W ッ 側がもつていることがいくつ W 
へ かあり、これも IHF にはつき W 
•八り聞かなくてはならないことで：： 
すが、どうしてこうした食い違：^ 
•3 いがでてきているか大いに問题^ 
W になりましよう。もう一つは今 
W 回来日したチームの平素の実力^ 
^ボどのへんにあるかということ " i 
W でず。"夢の旅行"という唱い 
文句が 西ドィッの 驰誌には出て^ 
いまず。日本チームが遠征した.^ 
.^場合とはかなり違 つ ている ので ^ 
しよう。 秋の シーズンです。 実} ■ 
~ 力を 養い ましよう。 ( T . F .〕 .1 
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